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記念シンポジウム プログラム

14：00   開会
   挨拶  （財）文京アカデミー理事長　宮下　眞
     （財）アジア学生文化協会理事長  小木曾　友
   はじめに  石井  米雄
　    スピーカー紹介（10名）
　　    スピーチ前半（5名）　“日本留学を帰国後どう活かしたか”
15：40   前半終了・休憩
15：50   スピーチ後半（5名）　“日本留学を帰国後どう活かしたか”
17：30   閉会

コーディネーター・スピーカーと報告テーマ

＜司会：工藤正司（（財）アジア学生文化協会 常務理事）＞

コーディネーター

石井米雄 (Mr. Ishii Yoneo；日本 )　

（財）アジア学生文化協会創立50周年記念シンポジウム（第2回） 
文京区制60周年記念事業

対話と協力　日本とアジア

アジアのヒューマンネットワークを問う 2007

〜日本留学を帰国後どう活かしたか〜

日時：2007年 10月６日（土）　14：00～ 17：30
場所：文京シビックセンター　２F　小ホール

主催：（財）アジア学生文化協会
共催：区制60周年記念事業実行委員会・文京区・（財）文京アカデミー

協賛：（財）東芝国際交流財団・（財）神林留学生奨学会・（財）平和中島財団
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＜スピーチ前半＞

１．日本帰りの病院長　20年の活動を振り返る　　
　　ベー・チョウ・キム (Mr. Beh Chor Khim/Dr. ; マレーシア）　

２．韓国と日本のはざまの外交エピソード
　　韓  英鳩 (Ms. Hahn Young Koo/Dr. ; 韓国 ) 

３．フィリピンの伝統文化を発掘する　
　　E. アレグレ (Mr. E. Alegre ; フィリピン )

４．『在日中国人大全』出版を通して見えてきたもの 
　　段　躍中 (Mr.Duan Yuezhong/Dr. ; 中国 ) 

５．現代の東游運動　ベトナム最大の日本語学校  
　　グエン・ドク・ホエ (Mr. Nguyen Duc Hoe ; ベトナム )　

６．日本留学の医学博士　苦闘の４０年　　
　　アウン・チョウ (Mr. Aung Kyaw/Dr. ; ミャンマー )　

７．元技術研修生の進化　印日提携で IT企業誕生
　　M.R. ランガナタン (Mr. M. R. Ranganathan ; インド ) 

８．日本の固有 (伝統 )技術移転の壁　
　　ノリブン・ホラス（Mr. Noribun　Horas；インドネシア）

９．奇跡の大学建設　泰日工業大学  
　　スポン・チャユツァハキット (Mr. Supong Chayutsahakij ; タイ )  

10．日本留学の功罪
　　  ウォン・メン・コン (Mr. Wong Meng Quang ; シンガポール )　　

＜スピーチ後半＞
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主催者よりご挨拶

工藤：ただいまより、文京区制 60 周年及び財
団法人アジア学生文化協会創立 50 周年を記念
しまして、両者共催によるシンポジウムを開
会します。テーマは、「アジアと日本、対話と
協力『アジアのヒューマンネットワークを問
う2007』、副題として「日本留学を帰国後どう
活かしたか」でございます。それでは、主催
者よりご挨拶申し上げます。共催ですので両
団体にお願いしまして、初めに文京区を代表
して文京アカデミー理事長、宮下眞よりご挨
拶申し上げます。

宮下：ただいま紹介戴きました、財団法人文
京アカデミー理事長の宮下でございます。本
日は『アジアのヒューマンネットワークを問
う 2007』に大変大勢の方にお集まり戴きまし
て誠にありがとうございます。この事業は区
制 60 周年記念事業と銘打っておりまして、今
年は文京区が誕生して60周年目に当たります。
それを記念しまして様々な事業を展開してお
りますが、今日のこの事業もその一環でござ
います。またこの事業はアジア学生文化協会
創立 50 周年記念事業でもございまして、こう
いう形で共催できますことは私どもにとりま
しても大変喜ばしい限りでございます。また、
アジア学生文化協会様には日ごろから文京区
の小中学校の生徒と留学生の交流会を実施し
ていただくなど、小中学校の国際理解教育に
大変ご尽力いただいており、心から感謝申し
上げる次第でございます。本日はアジアの各
国から元留学生としておいでいただいた方々
に帰国後、留学体験をどのように生かしたの
か、また、ご自分のお国でどのような形で影
響を与えられたのか、ということについてシ
ンポジウムの形でいろいろお話をいただくこ

とになっております。皆様方にとりましても
大変興味深い内容ではないかと思いますので、
最後までご参加いただけるものと期待してい
るところでございます。どうぞよろしくお願
いいたします。はなはだ簡単ではございます
が、開会の挨拶とさせていただきます。どう
もありがとうございました。

工藤：続きまして、財団法人アジア学生文化
協会理事長小木曽友よりご挨拶申し上げます。

小木曽：私は財団法人アジア学生文化協会の
理事長小木曽でございます。本日は土曜日に
も関わらず、またお忙しい中、多数お集まり
くださいましてありがとうございました。こ
の催し物はアジア学生文化協会創立 50 周年記
念ということでございますが、文京区制 60 周
年の記念も兼ねて、文京区との共催というこ
とでやらせていただくことになりました。会
場の提供から広報、準備まで、何から何まで
文京区にお世話になり、ありがとうございま
した。お世話になった皆様に心よりお礼申し
上げます。
　本日、10カ国 10人の代表の皆様が「日本留
学を帰国後どう活かしたか」というテーマで
話をされますが、この 10 人の人たちは 30 年、
40 年前に本駒込のアジア文化会館に住んでい

宮下眞 文京アカデミー理事長
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たか、あるいは毎日のように会館に来られて
いた方々で、いわば全員の方がかつての文京
区民だったと言えるわけですね。その方々が
国に帰られて活躍されて、それぞれ立派なお
仕事をされて、また戻ってきて今度話をされ
るということで、いわば里帰りの報告という
ことでございます。どうぞ皆様そういうこと
で楽しみにお聞き戴きたいと思います。簡単
でございますが一言ご挨拶を申し上げました。

工藤：ありがとうございました。それではさっ
そく始めさせていただきたいと思います。最
初にコーディネーターの石井米雄先生より、
今日のシンポジウムのテーマ『アジアのヒュー
マンネットワークを問う』について、スピー
チをいただきます。よろしくお願いします。

コーディネーターのスピーチ
石井米雄（Mr. Ishii Yoneo；日本）　

人間文化研究機構長、文化功労者、京都大学名
誉教授。外務省を経て京都大学東南アジア研究
センター （現東南アジア研究所）教授、同所長
など歴任

石井：ご紹介いただきました石井でございま
す。今日は文京区の記念行事の一環として、
アジア学生文化協会の創立 50 周年のシンポジ
ウムの司会をさせていただきます。司会をさ
せていただき大変光栄でございます。実は私
は、専門はタイでございまして、ちょうど 50
年前にタイの大学に留学をいたしました。そ
んな意味で今日の日本に留学された方の逆の
経験をしたわけでございますので、その意味
で今日のお話を大変楽しみにしているわけで

すけども、今日のお話の基本的な姿勢はです
ね、日本で学んだこと、これは実は留学にとっ
て人間、人脈、人間関係というのがいかに大
事かということを私は前から感じておりまし
て、よく留学生の問題は留学生 10 万人計画だ
とか、最近だと留学生 100 万人計画なんてい
うのがあるんですが、私は実はあまり賛成で
きないんですね。10 人でも 100 人でもそこに
本当にヒューマンネットワークが出来たら意
味があるんですけど、100万人の人が来て、た
だ日本に来て帰っていかれるというのではほ
とんど意味は無いと私は思うんです。そうい
う形で 10 万人だ 100 万人だという議論はやめ
て、どうしたら留学生の人たちと我々日本人
が心が通じ合えるかということにまず力点を
置くべきだというふうに思います。
　私自身ちょうど 50 年前、その時、私は 28
歳でしたけど、留学を生かしましてタイ人の
家に下宿をしたんですね。よく私はなぜタイ
語をやったんですかと言われるんですけど、
結果的にですね、私がタイに行ってタイの
人と付き合っているうちにこれでタイ語をや
めたら非常に具合が悪いと、私の洗濯物を毎
日洗ってくれたお手伝いさんが「なぜやめた
の?」、私の下宿のおばさんが「なぜやめたの?」、
というのに答えることが出来ないという状況
のままに、振り返ってみたら 50 年経っていた

小木曽友 アジア学生文化協会理事長
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という感じですね。タイ語に「ニー ブン ク
ン」という言葉があるんです。「ニー」という
のは「借金する」という意味ですね。「ブン ク
ン」というのは日本語で言ったら「恩」と考
えたらいいでしょう、「恩義を感じている」と。
私をタイの研究から離さなかった、今でもま
だ続けて、私はあと何年生きるかわかりませ
んけれど、続けて行きたいと思っているんで
すが、それは基本的にはですね、私を突き上
げているその力は私がタイに「人間的な恩義」
を感じているということですね。私はそれを
非常に自分でも嬉しいことだと思っています。
　私がタイ語を始めた頃には、日本ではタイ
研究というのはほとんど無いに等しかった。
もちろん言語の方はおられましたけど、タイ
の研究というのはほとんどなかったんですね。
けれど、今や世界的なレベルの研究者がどん
どん出てきている。私が、私自身が少しでも
そういう一つのタイ研究というものを日本に
作り上げて行くお手伝いができたんだとした
ら、少しでも私に与えてくれたタイの人の「恩」

というものに応えられるんじゃないかと、そ
んなふうに思っているわけです。私が大変そ
ういう意味で、私自身が留学した国との間の
心の繋がりを感じておりますので、日本に来
られた留学生の方々、今日はみんな日本に来
られて長いことおられて博士号を取られた方
がたくさんおられるわけですけど、そこまで
がんばってやられた方が、いったい国へ帰ら
れてからどういう形で日本に留学したという
経験が生きているんだろうかということは、
私自身にとっても大変興味があるというと変
な言い方なんですが、私自身も大変関心を持っ
ているんですね。
　このアジア学生文化協会はご案内の方は多
いと思いますけど、穂積先生という大変偉い
先生で、私も若い時に大変お世話になりまし
たけど、穂積先生の人間関係というものによっ
て結ばれている稀な例と言っては、本当はこ
れが稀じゃいけないんですが、本当に稀な例
では無いかと私は思います。そういう意味で
穂積先生の伝統がすでに 50 周年を迎えるとい
うので、小木曽理事長をはじめ、協会の方々
がそれこそ日本側において穂積先生の遺志を
継いで、まさにアジアのヒューマンネットワー
クのコアになろうとしている。そういう形で
今日同窓生が戻ってこられた訳ですね。さっ
き小木曽さんは文京区民とおっしゃってまし
たが、まさにそうだというふうに思いますね。
文京区民という、区民税を払っているかどう
かは知りませんけれども、とにかく文京区民
としてこの文京区のシビックホールで話をさ
れるというのはほとんど感慨無量だと思うし、
もしもここに穂積先生がいらっしゃったら、
こんなに喜ばれることは無いんじゃないかな
と思っております。
　そういう意味でぜひ日本留学を帰国後どう
いうふうに活かしたのかということにですね、

石井米雄 氏
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今日のお話の力点を置いていただきたいと思
いますので、どうかみなさまもそういうつも
りでお聴き戴きたいと思います。
　私自身もタイの留学で困ったこともあった
し、嫌なこともあったかもしれない。けれども、
みんなそういうことを忘れてしまって、いい
思い出だけが残っていって、それが私を今タ
イに繋ぎ止めている訳です。みなさんもおそ
らく留学生として何年間か日本に暮らされい
ろんな経験を持っておられると思うんですね。
それがベースになってそれぞれの国にお帰り
になって日本で学んだこと、いったいなんな
んだろうか。学んだということは単に研究と
か学問とかいうこと以外にですね、いろんな
ことを学ばれたと思います。プラスの面もマ
イナスの面も学ばれたと思うんですけど、そ
れがどういうふうに日本留学後ですね、帰国
された後で生かされたのかということに私自
身も興味を持っておりますので、今日の 10 人
の方々のお話を私も楽しみにして聞かせてい
ただきたいと思います。
　そういうことで今日のスピーチは、『アジ
アのヒューマンネットワーク』、これは実は
2 回目なんですけども、この前の時（2006 年
11 月）はヒューマンネットワークが中心で

したけど、今日はその中でとりわけ
「日本留学を帰国後どう活かしたか」
というのにテーマを絞ってお話をい
ただきたいというふうに思っており
ます。どうか最後までごゆっくり聞
いていただければありがたいと思い
ます。
　ありがとうございました。

工藤：先生どうもありがとうござい
ました。それでは次にスピーカーの
方々をご紹介したいと思います。ど

うぞ、壇上に並んでいただけますでしょうか。
順番にご紹介します。マレーシアのベー・チョ
ウ・キムさん。韓国の韓英鳩さん。フィリピ
ンのエディルベルト・アレグレさん。中国の
段躍中さん。ベトナムのグエン・ドク・ホエ
さん。シンガポールのウォン・メン・コンさ
ん。インドのランガナタンさん。ミャンマー
のアウン・チョウさん、インドネシアのノリ
ブン・ホラスさん。そしてタイのスポン・チャ
ユツァハキットさんです。どうぞよろしくお
願いいたします。
　通常シンポジウムといいますと、数人の方
でディスカッション形式を踏まえてやるんで
すけれど、今日のシンポジウムは、せっかく
それぞれの国からおいでになりましたので、
10 人全員の方にそれぞれのご体験を伺いた
いと思います。大勢でございますので、前半
と後半の 2 部制にしてございます。前半 5 名
の方に、そして、10 分間の休憩を挟んで後
半 5 名の方に伺うつもりです。
　それでは 5 名の方にお残りいただいて、あ
との 5 名の方はどうぞ席にお戻りください。
あとをコーディネーターの石井先生にお願
いいたします。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

壇上に並んだスピーカーの面々
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日本帰りの病院長　20 年の活動を
振り返る
ベー・チョウ・キム
（Dr. Beh Chor Khim/Mr. ; マレーシア）
医師、医学博士（東京医科歯科大学）

石井：それではさっそくスピーチを始めてく
ださい。

ベー：みなさんこんにちは。マレーシアから
参りましたベーと申します。トップバッター
ですが、里帰りの報告をさせていただきます。
私が日本に留学したのは 30 年前です。日本政
府の奨学金をいただいて 20 歳の時に来日し、
11 年間おりました。その間の 8 年間は文京区
にお世話になっています。
　事務局から思いで話ばかりしないでくださ
いと言われていまして、日本から帰ってから
の話をするよう言われているのですが、日本
で何を学んだかみなさんに話しをしないとマ
レーシアに帰った時、何をしたかわからない

と思うので、スライドを使ってちょっと
思い出の写真をみなさんに見せながら話
を進めて行きたいと思います。1 枚目お
願いします。（写真①）これは来日した
1977 年に日本語を勉強したときのです
ね。府中です。（②）大学に入ってから
アジア文化会館（ABK）という千石にあ
る寮に在館生として入り生活しました。
　日本に留学する時、友達とか親戚に問
われたのは、「なんで日本に行くんだ ?　
バカじゃないか。日本に行けば言葉も分

からないし、１年間日本語を余計に勉強しな
くちゃいけない。」というふうに言われました。
また医学という分野を希望していたので、日
本の医学部はすごく難しいんですね。（③）ま
あ医科歯科大に入りまして、日本全国から集
まる一番頭いい生徒達と一緒に勉強しました。
私は 1 人だけの留学生でした。そこで非常に
いい友達がたくさんできました。（④）この
人は、ドクター川上ですが、私と知りあって、
マレーシアまで遊びに来て、それでアジアの
ことがすごく好きになり、彼は卒業してから
国連に入って、ILO の仕事をしてアジアの人
たちのお世話をしていますね。
　卒業を前に、専門をどうすればいいかと、
私が選んだのは心臓外科です。というのは、
その時マレーシアには心臓外科があまりなく
て、その技術を学んで帰りたいと思って。だ
けど、これも一番ハードな分野でした。日本
の心臓外科のトレーニングはすごくハードで
すね。週に 6 日間当直して研究して家へ帰れ
ない。自分の女房子供の顔も見れない生活を
して、博士号を取って、マレーシアに帰りま
した。
　マレーシアに帰って心臓外科を 4 年間やり
ました。一番最初に大きな問題に直面したの
は免許の問題ですね。日本の大学の資格はマ

ベー・チョウ・キム 氏

＜ 前 半 ＞

①
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レーシアでは認められない。それが一番大き
な問題でしたね。というわけで、仕事はさせ
てくれるけど給料はあまりくれない。専門医
としても認められないで 4 年間働きました。
月々の給料は 4 万円。だけど 1 日 4 例の開心
術をやってきました。
　1999 年にマレーシアにある日本人会の会長
に頼まれまして、日本人のためのクリニック
をやってくれないかということでクリニック
を開設しました（⑤）。スタッフ 2 人で始めま
した。透析とか、診療をいたしました。
　（⑥）この人はマレーシアの当時の文部大
臣で、たまたま私の患者になりました。彼に
直接留学生の問題を伝え、働き掛けましたら
彼がすぐに内閣でこの問題をとりあげてくれ、
さしあたって東京医科歯科大学だけは資格が

認められるようになりました。しかし、他の
ほとんどの日本の大学の資格はまだ残念なが
ら認められていません。これからの大きな課
題だと思います。
　次に、日本にいてどんなことを経験し、勉
強したか、簡単に話します。（⑦）これは
ABK で毎年行う新年会ですね。いろいろな国
の人たちと日本人たちも一緒に共同生活をし
て、食事したり、パーティーやったり、真剣
な話もしました。（⑧）これはハナ金会という
ABK の留学生と職員の定期会合で、我々の時
にその会を作りまして、毎週金曜日に食事を
しながらアジアとか留学生の問題を話し合い
ました。（⑨）これは文化交流のいろいろな場
面ですね。その他、日本の文化もいろいろ参
加しながら体験しました。合宿とかもやって

①日本語学校時代 ② 大学に入りＡＢＫに入館 ③ 医科歯科大の仲間と

④ 友人の川上先生と ⑤ クリニックを開設 ⑥ 文部大臣（当時）と

⑦ 新年会 ⑧ 花金会 ⑨ 日本文化体験
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きました。悪いことも覚えました。カラオケ
とかビールの飲み方も。これも日本の文化で
すね。（⑩）また、日本のいろいろなとろをバ
イクで旅行いたしました。ホームステイもい
たしました。
　働いて何年かたって、さきほどのクリニッ
クが狭苦しくなってきて、今は、もう少し大
きいところに移って、ドクター 5 名と職員 40
名のクリニックをやって、日本人のなんでも
診ています（⑪）。子どもたちの風邪から大人
の心臓病まで診ています。また、今は、クラ
アラルンプールの日本人学校の校医もやって
ますし、毎年 JICA（国際協力機構）の人たち
に医療の講演をしたり、あるいは日系企業の
社長が作っているグループで三水会という会
があり（毎月水曜日に会が開かれる）、そこに
医療顧問として参加させていただいています。
現在、私のクリニックのカルテ番号は 78,000
人くらいです。そのくらいの数の多くの日本
人の患者さんを診てきました。もちろん、日
本人のみなさんのマレーシア滞在期間は2～ 3
年ですので、任期後帰国していると思います。
そのうち私は定年したら北海道から沖縄まで
元患者さんを訪ねながら旅行したいなあと思
っています。
　以上です。簡単ですけれども報告させてい

ただきました。

石井：ありがとうございました。時間は非常
によく守っていただいて、後の方のためにや
っていただきました。大変興味のある話で、
あとでまたコメントをさせていただきたいと
思います。

韓国と日本のはざまの外交エピソード

韓  英鳩  （Ms. Hahn Young Koo/Dr. ;韓国） 
中部大学理事、元韓国外交安保院教授、法学博
士（東京大学）

石井：それでは先に続きたいと思います。「韓
国と日本の外交エピソード」ということで、
韓さんにひとつよろしくお願いします。

韓：アンニョンハシムニカ。こんにちは、私
はハンと申します。私は日本に来ましてすぐ
アジア文化会館に入りました。それから学校
は本郷にあります東京大学の法学部で外国人

⑩ 日本中をバイクで旅行

⑪ 新しいクリニックを開設

②
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研究生として始めました。そして、その次の
年に大学院に入って、修士課程、博士課程を
終わって韓国に帰ったわけですが、ご存知の
ように本郷も文京区で、アジア文化会館も文
京区にありまして、私の行動半径はだいたい
文京区だったといえます。前に石井先生がおっ
しゃっていましたが、住民税を払った覚えは
ありませんが、８年間くらい文京区民として
生活したわけで、ここは私にとっても何より
のところだったと思います。
　私は、ここ日本で勉強を終えて韓国に帰っ
たわけなんですが、私の専門は国際法なんで
す。日本にいる時も私は韓国から来ましたと
言いますと、みなさんが韓国について全て知っ
ているだろうと思っていろんな質問をなさっ
てくださいますね。それが今度韓国に帰りま
したら逆になりまして、私は日本についてな
んでも知っているだろうと思われて、結局私
の仕事も国際法の他に、日本の政治外交政策
とか、韓国と日本の関係、日本と韓国では北韓、
日本では北朝鮮といいますけれど、そういっ
た韓半島での問題についてもちょっと仕事を
やってきました。もちろん大学で講義もしま
したが、もっと長く、日本でいう外務省に外
交安保研究院いうところがあって、そこで教
授として十何年間仕事をして、やはりいろん
なところで日本との関係において仕事をやっ
てきたことを報告できると思います。
　そういうふうに仕事をしてきた中で、ここ
で何を話せばいいかと考えましたが、やはり
ここは日本ですし、私は韓国人ですから、韓
国と日本の関係について三つほどの方面で話
しをしたいと思います。
　まず、最初は今一番問題になっている歴史
問題になるわけです。1965 年に国交正常化に
なりまして、その時、韓日基本関係条約を結
んだわけなんですね。その条約の第２条にな

りますが、ちょっとすごく専門的な話だと思
う方もいらっしゃると思いますが、私の専門
が国際法でまた日韓関係のこともやりますか
ら、それと関連してお話しますと、その第二
条に「1910年 8月 22日及びそれ以前に、大韓
帝国と大日本帝国との間に締結された全ての
条約及び協定が、既に無効であることを宣言
する」という規定があるんですね。これはど
なたが見てもはっきりした内容を持つと思わ
れるんですが、その条約上とか外交上の言葉
として“既に”という一言が入ることによっ
て意味が変ってくるわけなんです。日本側で
は、“既に無効である”ということは、1948年
8 月 15 日に、韓国政府が樹立した時点で、既
に無効になったから、その後は無効になるた
めの手続きはやらなくてもいいんだという解
釈をとっていますし、韓国側は、無効である
ということに重点を置いて、無効だから無効
になるための措置手続きをやらなければなら
ないんだというふうに両方で若干対立した解
釈をとっているわけで、それが今も後を引い
ていろいろな歴史問題を起こすと、そういう
ふうに思うわけなんです。
　二番目の問題は、韓半島と日本との関係に
ついてお話ししたいんですが、また同じ韓日
基本関係条約第三条に、「大韓民国政府が国際
連合総会決議 195 号に明示されたように、韓
半島における唯一の合法政府であるというこ
とを確認する」という規定があるわけなんで
すね。それにもやはり日本政府は、“国際連合
総会決議第 195 号に明示されたように ” とい
う条件を付けるんですけれども、それはやは
り意味としては、北の地域における住民に対
しては、大韓民国・韓国政府はやはり管轄権
を持たないんだという解釈をとるためだった
というわけなんですね。
　今は冷戦時代が終わったので、今日の新聞
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にも載りましたけど、ノムヒョン大統領が金
正日さんに日本との関係を改善するようにア
ドバイスしたという記事を今朝の新聞で読ん
だんですけど、それほど時代は変ったわけな
んですね。その前の冷戦時代にはやはり韓国
は韓半島全体における合法政府であるという
ことを主張したかったわけなんです。ですか
ら、そういった意味では日本はどこかちょっ
と避けるところを作ったんじゃないかという
不信感を持っていた時期もあったわけなんで
すが、今は時代が変って、そういう日本と北
朝鮮との関係改善を望むところが多くなった
と、それほど発展したというふうに言えると
思います。
　三番目は韓国と日本との文化交流について
お話したいんです。両国間の文化交流もいず
れやらないといけない、そういう課題だった
んですけれど、この問題にだけは韓国側の反
対によってずっと延ばされてきたわけなんで
す。その理由としては主に韓国側が、政治的、

経済的に日本より弱勢であるということと、
やはり日本文化、特に大衆文化の波及効果を
かなり警戒しまして、韓国に入ったら一方的
になるのではないかという、そういう心配の
もとで開放時期を延ばしてきたわけなんです
ね。しかし、それもやはり 1988 年オリンピッ
クが終わった後で、韓国も韓国文化に対する
自信感を持つようになるし、ただ塞ぐことだ
けが能では無いと、それよりもこの頃はイン
ターネットとか衛星テレビとかそういうこと
で勝手に入って来るので、開放を禁じること
だけがいい方法では無いということもあった
んでしょうね。
　それで公開になったんですけれど、でもみ
なさんもご存知のように、「韓流」、韓国語で

「ハンリュウ」というんですけれど、韓流に
よって事情は全て変ったわけなんですね。で
すから日本と韓国の間の文化交流は政府間の
公式的な決定によって決まったんじゃなくて、
やはり民間レベルの相互理解と、そういう期
待感によって盛り上がってきたということが
言えると思います。それと、日本では「韓流」
という言葉がありますけれど、この頃韓国に
も「日流」という言葉が出てきました。みな
さまご存知ですか ?「日流」。日本から日本文
化が韓国に流れてくるということを意味する
んですけど、韓国語では「イリュ」というん
ですね。「日流」といいますと、今の韓国の若
者は日本の音楽とか映画とかドラマ、または
小説もかなり翻訳されているんですね。今イ
ンターネットをつけてみると、日本語の新聞
を読む時もヤフーのところを押すとすぐに韓
国語に変っちゃうんですね。ですから今は日
本語を特に勉強しなくても、インターネット
で全部日本の情報を見ることができるわけな
んです。
　ですから、これは日本だからダメとか、こ

韓  英鳩 氏
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れは韓国だからダメとか、そういうふうに言
う時代はもう過ぎちゃっているんですね。で
すから今は、もっといいものをもっと相手の
心をとらえられるようなものを作ったほう
が、国境を越えて本当の意味での交流になる
のではないかと、この頃はそういうふうに思
います。
　ですからやはり、こういうふうに自発的、
知性的な民間交流というのはもっと継続して、
もっと深くなって、今までお互いの間に隔た
りがあった、そういう問題を吹き飛ばすよう
なそういうお互いの緊密な交流になって欲し
いとそう思います。日本で学んだ人としてそ
ういうことを望んでます。
　そして最後に私も留学生の一人だったんで
すけど、やはり留学生は文化交流の最先端に
あると思います。それは自発的に日本を知り
たくて日本を訪ねてきた若者たちなんですね。
ですから、そういう人たちは本当に私も含め
てそうなんですけど、日本の文化を本当によ
く理解して国へ帰って、やはり日本のことを
いいことにしろ、悪いことにしろ本当の姿を
伝えようとする、そういう人たちなんですね。
ですからこれからも皆様、温かく見守って下
さい。どうもありがとうございます。

石井：ありがとうございました。どうも日韓
関係というのを新聞で読んでいると、どこに
入り口があってどこに出口があるんだかわか
らないで、時々絶望的な気持ちになるんです
けど、今日のお話を聞いているとまさにこれ
こそですね、ハンさんが日本で国際法を勉強
されて、客観的に日本と韓国の関係を十分理
解された上で、しかし自分は今、何をしなきゃ
いけないかということで、本当に大事な役割
を果たしてくださっているというふうに思い
ます。今日その意味で、近ごろ日本では韓流

というのがあって、ヨン様というのが大変な
ことになっているのですが、日流で何様かよ
くわかりませんけれど、そういう形ができた
ということで、今のお話を承ってやはり留学
していただいてよかったなと感ずるわけです。

フィリピンの伝統文化を発掘する

E. アレグレ（Mr. E. Alegre ; フィリピン）

新聞コラムニスト、元フィリピン大学助教授、
京都大学大学院（日本文学）

石井：それではお三人目にフィリピンのエ
ディ・アレグレさん。よろしくお願いします。

アレグレ：私はアレグレと申します。フィリ
ピン人で 1961 年から 1972 年、東京と京都で
勉強しました。京都大学で国文学を専攻して
学士と修士をもらって自分の国へ戻って、フィ
リピン国立大学で比較文学の分野で日本文学
を教えることになりました。しかし、その 4
年後、大学をやめました。それで、フィリピ
ンの一番南の島ミンダナオに行って 5 年間そ
こで住むことにしました。それでもちろん、
お母さんも含めておまえはバカだなあと言わ
れたんですね。そんなに苦労していいポスト
ももらったのに、なんで大学を止めたのと。
当時はミンダナオに何があるのかということ
もまだよく分らなかったし、説明することが
難しかったので、いったいどんな答えをすれ
ばいいのかわからないということだったんで
す。しかし私の考えでは、いくらいい文学を
若者に教えても、一番いい大学でそれを教え

③



月刊　アジアの友　第 461 号　　　2007 年 12 月 10日発行　　　　1966 年 10 月 25日第三種郵便物許可

14

ても、ナショナルアイデンティティーがない
限り、無駄であるんじゃないかと。そのとき、
私にとって一番大きな問題は、いったいフィ
リピン人は何であるのか、どこから来たのか、
ということでした。日本で、古い文学を勉強
したので、18世紀の上田秋成を専門にして、5
年間彼のことばかりを勉強して、フィリピン
には古い歴史がないでしょうかと。それで京
都ももちろんご存知のようにとても古いとこ
ろですね。そのようなところはフィリピンに
は無いんです。そこで、フィリピンの古い歴
史は何であるのでしょうかと。
　それで、1976 年 Japan Foundation（国際交
流基金）のFellowship（研究奨学金）をもらっ
て、また京都大学に戻って、その時には桑原
武夫先生の紹介で人文科学の研究所に入った
んですね。それで和歌山県の紀伊長島の漁村
に一年間住みました。なんで和歌山県を選ん
だのかというと、1930 年くらいの話で、そこ
の海岸に古いこのくらいのものが浮かんでき
たと、漁村の若い人たちは知らないんですけ
れど、年取った人たちは、「あ、それはココナッ
ツ椰子じゃないか」と。ココナッツという木
はその辺にはないんですね。日本には無いか
ら、それがどこから来たかと、…フィリピン
から来たんじゃないかという考えですね。そ
こに住んでいると、お盆になって、みんな自
分の家をきれいにしてローソクに火をつけて、
それで海の向こうから私たちの昔の先祖が来
ると、お爺さんのお爺さんのお爺さんが帰っ
てくると。彼らを迎えるためにこのようなこ
とをやってます。夜になると一緒に盆踊りを
踊ります。特別の、その漁村だけの。
　それで、彼らはどこから来るんですかと聞
いたら、海の向こうから。海の向こうは、…
フィリピンですね。そこで、その一年間いろ
んな経験もあって、もちろん古い都の京都に

もたくさんの経験があって、自分の国に戻っ
て、どうしてもその問題が残るんですね。つ
まり留学して、最後には自分のこと、自分の
国が理解できるようになると思います。その
理解ができなかったんですね。わからない、
フィリピンのことは。だから大学を辞めまし
た。そして、リュックサックを持って、ミン
ダナオへ 5 年間。そして歩いて、それでその
結果ある程度フィリピンをわかることになり
ました。それはやはりその漁村、京都大学の
影響、私に与えた影響ですね。その結果、14
冊の本を書きました。で、年を取って 14 冊だ
け書いただけでは少ないと思ってね、もっと
出版しようと思うんだけれども、そのうちに、
そのうちにということですね。今はもちろん
どこにも勤めてないですが、ビジネスワール
ドという新聞があって、そこに週 1 回フィリ
ピン文化に関する記事を書いているんですね。
それが今年は16年目です。
　で、なぜフィリピンの本当の歴史は歴史の
本で書かれないかというと、フィリピンは約
400 年、植民地だったんです。最初は 333 年
間、スペインの植民地だったんです。その次
はアメリカの植民地になって、その後は日本
の植民地になったというわけです。それはと
ても寂しい話ですけれども、そのようなこと
は本当ですから否定することは出来ないです
ね。それで、歴史の本、つまり小学生から読
む歴史の本では、なぜか私たちには古い歴史
が全然ない。スペイン人が来る前には私たち
の歴史は無い。それで、もちろん子どもたち
はそれを受けて、それを信じるんですね。だ
から、ナショナルアイデンティティーが育た
ない。ナショナルアイデンティティーない限
り、自分の国を愛することができない。とい
うことです。
　それから、もう一つの影響は、日本は文字
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がある前に、つまり 8 世紀になる前にですね、
中国の字を全部輸入して、それで万葉集もそ
の文字（万葉仮名）で書いたんですね。万葉
集は日本の文化ですから。もちろん、その後、
ひらがな、カタカナができたんですけれども。
いずれにしても、日本の文化は無いことはな
かったんですね。ずっとその前から続いてあ
ります。生きています。だから、そこからヒ
ントをもらって、フィリピンのことを考える
と、私たちフィリピンの歴史は 1521 年から始
まったということはウソですね。1521 年にス
ペイン人のマゼランがフィリピンに来たんで
す。そうすると私たちもそれ以前、日本のよ
うに文字で書かれていない歴史を持っている
んじゃないかと。それを探しにミンダナオま
で行ったんですね。それで大学を辞めないと
徹底的に研究ができない。お金はどこから来
たかと言うと、お金はなかったので、バスター
ミナルで寝ることにしまして…、それはほと
んどだったんです。
　ところでミンダナオには 100% のイスラム
教、モハメッドですね、の信者の村がたくさ
んあります。昔のフィリピンはどこへ行って
もイスラム教の信者がいましたから。昔のフィ
リピンみたいです。とにかく、向こうに行っ
たら一番最初にすることはやっぱり部族長に
会いに行くんですね。私はこのようなもので
す、お邪魔しますからお願いしますと。その
次はイスラム教のモスクにいくんですね。す
ると彼らはとっても私を温かく歓迎するんで
すね。そうするとアレグレさんどこに泊まる
んですかとなり、泊まるところは無いですと
言うと、それでは今晩ここで泊まってくださ
いと、とっても温かく私を迎えてくれた。そ
れが忘れられない。彼らのおかげで町から町
へ、もうバスターミナルで寝ることはなくなっ
たんですね。彼らは何も受け取らないから。

　とにかく、なんで文化が無くなったか、書
かれてないか、というと他にも例があるんで
すね。スペインの植民地になった中南米、南米、
またはアメリカの植民地になったアラスカと
か、全部植民地になる前に、文化は無くなっ
たんです。しかし、フィリピンには今でもあ
ります。それをもっとはっきりさせるために、
日本へ留学したことがとても役に立ちました。
　最後に、日本に来てみなさんの税金で 13 年
間勉強してきたんですが、日本を学びながら、
日本の文化も日本の文学も、日本人も友達に
なって、最後には自分と自分の国をわかるこ
とになりました。ありがとうございました。

石井：ありがとうございました。日本に来ら
れてまず日本文学を勉強された方が、さらに
もういっぺん京都大学の人文科学研究所に来
られて、そこで文字に書かれた文学とは違う
ものの存在というものに目覚められた。フィ
リピンはスペインが占領するまでは文化がな

E. アレグレ 氏
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いというか、要するにフィリピンの歴史とい
うのはその前のことは何にも書いてないです
ね。そんなバカなことは無いということを日
本で発見されたということだと思います。こ
れは大変な大きな日本からのおみやげで、そ
れによって 14 冊も本を書かれたというのはつ
まりフィリピンにはスペインがフィリピンを
占領する前にあった文化、それは文字に書か
れていないけど口承の文学であると、最近、
口承文学の研究、口承の研究というのが重要
視されているんですけど、それを日本で学ば
れたという意味で、まさにこれは日本留学を
帰国後どう生かしたかということの典型的な
素晴らしい例だと思います。ありがとうござ
いました。

『在日中国人大全』出版を通して見え
てきたもの 

段　躍中
（Mr.Duan Yuezhong /Dr. ; 中国） 

日中交流研究所長、日本僑報社編集長、『現代
中国人の日本留学』等著書多数。学術博士（新
潟大学）

石井：４人目の方は入れ変りまして、魏さん
においで戴くところを、体調を崩されたとい
うことで急遽変更になりましたので、ちょっ
とご紹介下さい。

工藤：事前にお配りしたパンフレットは、中
国からは北京大学の魏（ウェイ）先生をお呼
びすることになっておりましたが、直前に急
病になられまして日本に来ることが出来なく

なりました。それで、急遽、段先生にお願い
しました。その点皆さまご了承戴きたいと思
います。また、石井先生初め、各スピーカー
の方のご経歴については、このチラシに書い
てありますので、時間の制約上私の方からご
紹介申し上げることは略させていただきます
ので、どうぞそちらをご覧になってください。
よろしくお願いします。

石井：ありがとうございました。それでは段
さんよろしくお願いします。

段：みなさんこんにちは。私は中国湖南省出
身の段 躍中（ダン ヤクチュウ）と申します。
本来ならば先ほど紹介されたように魏先生が
ここに座っていらっしゃるはずですが、急な
ご病気で来られなくなって、小木曽先生それ
から工藤先生からお話があり、皆様と縁がで
き、ここで報告することが出来ました。とて
も嬉しいと思います。私もこのスピーチを引
き受けて真面目に原稿を用意したんですけれ
ど、さっきの 3 名の方の話をきいて、用意し
た原稿を棒読みすることはつまらないのでは
ないかと思って、棒読みを止めて、いくつか
感想なり自分が考えたことを申し上げたいと
思います。
　まず一点目は文京区と中国との関わり、一
言触れたいと思います。みなさんちょっと頭
の体操をしていただきたいのですが、日本で
一番中国と関わりのある区、あるいは日本と
中国の一番大きな交流センターはどこにある
でしょうか。 …ここ文京区ですね。というの
はご存知の通り、すぐここの隣ですけども、
後楽寮、日中友好会館がございます。日中友
好会館は日本と中国の間の協力の拠点でそこ
に付属している後楽寮でもう 20 年以上、毎
年 200 名以上の中国のエリート達が住んでい

④



月刊　アジアの友　第 461 号　　　2007 年 12 月 10日発行　　　　1966 年 10 月 25日第三種郵便物許可

17

日
本
留
学
を
帰
国
後
ど
う
活
か
し
た
か

ます。それから中国専門のホテル、後楽賓館
も文京区にあります。日本の 7 つの友好団体
の中に、日中協会、日中友好会館も文京区に
あることをみなさんたぶんご存知と思います。
そして日中友好会館の付属施設である日中学
院は 50 年以上の歴史があり、中国語を教えて
いる日本随一の日中交流のセンターではない
かと思います。
　人物について申し上げますと、67 年から今
年までちょうど 40 年間、中国訪問が 500 回以
上の人も文京区に勤務しています。これもびっ
くりすると思います。40 年間 500 回。これは
ほんとうのことです。私は日本に来て 16 年に
なるものですけど、あの方にはいつも中国の
ことを聞いて、日本のことを勉強させていた
だいています。
　それから私個人と文京区の関わりを申し上
げますと、娘は、今年の３月本郷小学校を卒
業したばかりで、妻も文京区にある大学の修
士課程を卒業しました。文京区は私たちの故
郷でもあるし、大変ありがたい区です。いつ
も図書館を中心にいろいろな区立施設を利用
させていただいております。この場をお借り
して心より感謝申し上げます。
　それでは本題に入りますけれど、今回与え
られたテーマは『「在日中国人大全」出版を通
して見えてきたもの』ということですけど、
まずこの「在日中国人大全」がどういったも
のかというと、時間を節約するため私は朝日
新聞の記事をコピーしてきました。今、皆さ
んの手元にあればそれを参照いただきたいと
思います。
　簡単に申し上げますと、私の専門は中国人
留学生の日本留学の歴史、特に改革開放以降
に日本に来られた方々の現状調査といった
テーマで、約 10 年前に「在日中国人大全」と
いう本を出版しました。その本はちょっと重

くて今日は持ってこなかったのですが、なん
と1,000頁、1.6キロもあって、１万人の情報と
５万件のデータを載せました。朝日新聞・ひと
欄をはじめ読売新聞の一面コラム「編集手帳」、
それから NHK の BS の特集番組で放送され、
一躍知られたようです。大変手前みそなのこと
ですけど、みなさんにこの記事を参照していた
だければ、「在日中国人大全」がどういったも
のかはおわかりになると思います。
　ちなみに、この「在日中国人大全」発刊式
は、文京区にある日中友好会館でやりました。
約 10 年たって、またここでみなさんに報告で
きるのは本当に幸せなことではないかな、縁
ではないかなと思っております。
　ではなぜ私がこのようなものを作ったかと
いうと、一番の目的は在日中国人の全体像を
明らかにしたいということですね。私は 91 年
に日本に来て、その時の日本の主なメディア、
ほとんどの大手新聞や雑誌などで報道されて
いた在日中国人のイメージは、やはり犯罪な

段 躍中 氏
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どのマイナスの報道が圧倒的に多かったです。
私も一応中国にいる時は中国青年報、若者向
けの最も読まれている人気新聞の記者でした
ので、日本語をまだ読めなかった時でも、漢
字が多いですから、新聞の活字に目を通して
いました。
　いつも社会面を開くと、在日中国人に関す
るマイナスの報道が多く、１人の在日中国人
として恥ずかしい面もあるし、やはりもっと
明るい情報を、中国人の活躍情報を日本社会
に発信しなければならないと思い、私は 1 人
でこつこつ６年間がんばって、こういうデー
タを収集して１冊のデータブックを発行した
ということです。
　もう一つ、中国人の活躍、中国人の日本語
で書いた本、日本で博士号をとった人々の情
報は、日本の国際化、日本の留学生政策の成
果ではないかなと思うんですね。私の博士論
文も文部省から 180 万円の研究成果公開助成
金をいただいて出版しました。ここにいるみ
なさんの税金も含まれていると思います。
　これに感謝して、この「在日中国人大全」
を作ったのが２番目の目的。こうした国際化
の成果を世界に発信しなければならないと思
います。もちろん留学生受入れ政策とかいろ
いろな問題点もあるんですけれど、ただそれ
は成果を知らないうちに問題点を指摘するの
はどうかなあと、考えています。

　それから３番目の目的というと今日のテー
マであるヒューマンネットワーク形成に役に
立ちたいということですね。2,300 名の博士号
をとった中国人の情報、日本の各大学で教え
ている先生方の情報、専攻、そういったこと
が１冊になったのは初めてですから、いろい
ろな方々に活用されて日中交流に役立ったら
いいなあということです。
　ただ残念ながら、その本が出版されて、い
ろいろな使い方で使われていますけど、商売
や DM に使われたこともあります。もちろん
このような本を１人の留学生が作り、発行し
たことは、本当に日本のおかげですし、みな
さんのおかげではないかと思っています。
　次に、留学した後に中国に帰った人々の活
躍、これも一つのメインの内容としてみなさ
んに報告したいと思います。ご存知と思いま
すけど在日華僑華人は今現在、すでに 70 万人
を超えております。そのうち日本で外国人登
録している人は 56 万人越えました。それから
日本国籍を取得した人は、10 万人を突破した
んですね。あとの３～４万人は不法滞在の人
です。こんなに大勢の中国人が日本に来まし
て、じゃあどのくらい帰ったのかというと、
今のところは、主に中国国費の留学生が帰っ
ております。だいたい４～５万人くらいと言
われています。こういった人々は、日本留学
を終えて、中国へ帰って、どういった分野で
活躍されているかという追跡調査を、私は数
年間ずっとしておりましたので、いくつかデー
タを申し上げます。中国の政府機関、各省庁
の大臣クラス、副大臣クラスの人になった中
国人留学生は、少なくとも５名は確認できま
した。つい今年亡くなった１人の政治局常務
委員で党のナンバー５の黄菊氏は、日本で研
修された経験があります。私が主に申し上げ
たいのは留学経験を持つ人々ですが…。それ
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から局長クラスで元留学生は、数十人、少な
くとも 40 人から 50 人はいるのではないかと
思います。それから課長クラス、これは中国
政府機関の課長クラスですね、課長クラスは
特に政策、対日政策設定には大変力を持って
いる方々で、これは数百人になります。それ
から大学の研究者、教授、政府機関の研究部
門で活躍している方々は数百人ということで
す。31 の省、市、自治区、多くの大学の中で
日本留学経験者は活躍しております。
　ここで一つの例を申し上げます。工藤先生
の友人でもあり、私もよく知っております西
安交通大学学長の鄭南寧先生、50 代後半の人
です。それからつい９月に就任されたばかり
の海南大学学長の李建保先生も日本留学組で、
留日組においては大変有望株ですね。李建保
氏は私よりも若く、一つ下ですが、将来は間
違いなく中央委員クラスに入るという方です。
とても期待できる方です。
　それから留学生の組織、実は、中国では民
間団体は基本的にありません。全て政府の承
認が必要です。そのため留日学生達の交流組
織、「北京留日学人活動站」（留日学人活動ス
テーション）は、中国にある日本大使館の承
認は得ていますが、中国政府から正式な認可
はされていないようです。
　今年、在中国日本大使館の宮本雄二大使が
初めて主催した「桜を見る会」には、全国の
18の有力な留学生団体のリーダーが招待され、
北京の大使公邸で開催されました。私も急遽
呼ばれて皆さんに合流しましたけれど、確か
に全国レベルの組織、まだそういったネット
ワークは形成されていない。これからは、そ
れは一つの重要なテーマとして、帰った人々
のネットワークを作り、交流を深めて行くこ
とは、必要ではないかと思います。
　時間の関係で、最後の問題は、一点だけ。

今日はみなさんに私が発行している「日本僑
報」という小雑誌を配りましたけど、これは
主に在日中国人に関する情報、それから日中
関係書物の紹介です。これは私個人がこの 10
年間いろいろな方々の支援を得てがんばった
ものです。この 10 年間に合わせて 160 冊以上
の本を発行しました。この中で、一つだけ説
明したいのは、８ページに載せてある、中国
人留学生の宿舎「後楽寮」の寮生達の記録集
を今編集しております。ここも文京区との関
わりは大きいですね。ちなみにこの寮を出た
人々の名簿は、今のところ無いということで
す。やはり留学された方々は、日本の宝物で
もあるし、中国の宝物でもあるわけですから、
帰った人々に対してももっと応援して欲しい
なということで、私もこの場を借りてみなさ
んに応援をお願いしたいということです。
　内容が多すぎて十分に伝えられなくて少し
残念ですけど、時間がきてしまいました。申
し訳ございません。この辺りで終わらせてい
ただきます。ありがとうございました。

石井： 今、段さんがおっしゃったことは実は
非常に重要なことでありまして、日本人が一
番得意じゃないのは歴史なんですね。日本人
は、歴史は非常に好きで司馬遼太郎とか塩野
七生さんの本がベストセラーになるんですが、
歴史感覚というものが日本人には無いんです
ね。昨日までのことは全て水に流してといっ
て、新しくやるわけですね。ちょうど徳川が
終わって明治維新になるとまったく別の世界
になるわけですね。そういう意味で日本は徳
川と明治維新、それから終戦の 1945 年にその
ことを経験した。私はたまたまその時は旧制
中学の３年生でしたけど、昨日までは鬼畜米
兵と呼ばれていたわけですが、進駐軍が入っ
てくるとこれはもう民主主義の砦だというこ
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とで、がらっと変るわけです。私は一生懸命
教科書に墨を塗った世代なんですけど、それ
は何かというと、歴史感覚がないということ
なんです。その間何が現れているかというと、
過去の記録というものをあまり重要視しない。
私は驚いたんですけど、ある日本の国際交流
団体でですね、ものすごくお金を使っておら
れるのに、今まで招かれた人のリストはあり
ますかといったら、無いんですよ。それでワー
ワーいって、結果的には 20 年以上に世界中か
ら招いた人のリストがやっとできたら、出来
てみるとこんな便利なものはない。そういう
ことがほとんどされないのが現状なんですね。
ですからその意味で記録を作るということは
非常に大事なんですけど、日本人は記録を作
るのは非常に嫌いなんです。古いものは役に
立たないと、みんな棄ててしまうんですね。
　その意味でダンさんがまさにそこの部分を
日本と中国との関係において記録をつくって
おられるということは、日本人はあまり評価
しないかもしれないけど、私は本当にこれが
大事なことで、日本ももっと記録のことを大
事にしないといけない。最近社会保険庁で
5,000 何人がどうとかこうとか言ってますが、
全部記録の問題ですね。記録をやはりしなけ
れば、記録は昔から続いているわけで、それ
を切って棄てるわけにはいかないわけですね。
歴史というのは昨日の次は今日で今日の次は
明日なんですね。ところが日本人は昨日まで
のことは全くない。今日から新しく出発しよ
うと。それが日本人のいいところでもあり、
悪いところでもあって、今、悪い面が非常に
出てきているわけですね。その意味でダンさ
んが日本に学ばれて、日本の欠点をちゃんと
ご存知になってこういうものをやっておられ
るということを、私は大変高く評価したいと
思います。

　ありがとうございました。

段：少し、30 秒、お願いします。一つデータ
を忘れましたが、97 年時点では 2,300 人の博
士号習得者が確認できましたけども、10 年後
の今はもう中国人の博士号取得者は6,000人を
超えました。みなさんにこのデータを申し上
げたい。ちなみにどこの部署にもこの6,000人
の博士名簿はないです。私たちは、今作って
います。ありがとうございます。

現代の東游運動　ベトナム最大の日
本語学校

グエン・ドク・ホエ
（Mr. Nguyen Duc Hoe; ベトナム）　

ドンズー（Dong Du）日本語学校校長（創設
者 ,1991年開校）、日本留学時在日ベトナム留
学生のための学寮「東遊学舎」を設立主宰。京
都大学・東京大学大学院修了（理論物理）

石井：それでは前半の最後にベトナムのグエ
ン・ドク・ホエさんにお願いします。

ホエ：ベトナムから来たホエと申します。ま
ず簡単に私の経歴から紹介させていただきま
す。この中で私が一番、石井さんを除いて留
学生の中で一番年取ってます。それから一番
先に日本に留学したと思います。留学した年
は 1959 年。そして一番長く日本に残ったと思
います。15 年近くいました。まず、大阪外国
語大学で１年間日本語を勉強した後、京都大
学に入ったんです。私の専門は物理学です。

⑤
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特に原子物理学を専攻しようと思ったんです。
京都大学を出て、幸い東大の大学院に合格し
た。合格したから本郷の正門前の新星学寮と
縁ができまして、今日ここで発言することが
出来る、大変良かったです。
　日本に来る目的は「先生になろう、学者に
なろう」という考えでありますが、昨日も
ちょっとお話した通り、穂積先生をはじめ新
星学寮との出会いで人生が狂ってしまったん
です。しかし人生が狂って良かったです。大
学院で勉強をしながら７年間東京外国語大学
で講師を務めました。それから日本で留学生
を、世話しました。特に私費留学生を世話す
る人がいなかったから、私はそういう学生達
を集めて、国際学友会の教室を借りて、塾を
開いた。学生は、日本語学校に行きながら勉
強してますが、先生の説明の内容が理解でき
ない学生が多かったので、私は昼間は学校に
行きますけど、５時から９時までそういう学
生達に日本語の復習、それから数学、物理、
化学などの分野まで学生のために受験勉強を
させた。それから学生を一人一人連れて、各
地を回って各大学にお願いしたんです。
　その後、その学生達から、「ぜひホエさんと
一緒に住みたい」という話があり、それがきっ
かけで、私、新星学寮の友達、特に穂積先生
の励ましで、北区の西ヶ原にベトナム人学生
のための寮 (東遊学舎 )を作ったんです。それ
はもうボロボロな家、お化けが出るくらいの
ボロな家。もう、人が５年、10 年使っていな
いところだった。全部ペンキを塗って、電気
を配線して水道も配管して作り直したんです。
設備は何も無い。街角で拾ったテレビ、冷蔵庫、
それから茶わんや鍋は全部違ったものを近所
の方が持ってきてくれたんです。茶わん、お箸、
全部違ったものを。そういう生活をしながら
寮を運営していたんです。その後、新宿の元

国会議員会館だったところに部屋を借りて東
遊学舎を持ってきた。
　それから高田馬場の近くに寮をもう一つ
作ったんです。多い時は 40 人の学生、男女の
学生を指導した。教えながら学生の生活の面
倒も指導してあげていた。それから日本から
去る前、1973年７月、日本の友人の方々といっ
しょに、ベトナムの戦災にあった子どもたち、
親のない子どもたち、不幸な子どもたちのた
めに兄弟奨学会を設立しました。現在は ABK
が窓口になっている子供基金の前身です。
　私が帰国したのは 1974 年１月。だから最初
の仕事はやっぱり南政府の仕事を担当したん
です。どういう仕事をやってきたかといいま
すと、ベトナムの経済復興計画を私が担当し
た。それは私の夢、15 年間日本で勉強した私
の唯一の夢はベトナムの国を工業化すること。
その 15 年間ずっと考え続けたこと。どうすれ
ば工業化できるかと。資本金はどこから、技
術はどこから、人材はどういうふうにするか

グエン・ドク・ホエ 氏
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と。そういうことを考えながら勉学してたん
です。だからやはり帰った後すぐ使ってくれ
ることは大変ありがたいし、うれしかったで
す。残念ながら私の性格のせいもありますが、
やはり穂積先生の影響で、自分には信念があっ
て、その信念に納得いかないことは、私は絶
対やらない。最後まで戦う。それで、南政府
の仕事はわずか２か月しかできなかったんで
す。その２カ月間は南政府内に嵐を起こした。
政府の高官達、それから同僚達とケンカした。
どういうことでケンカしたかというと、私の
経済の考え方はやはり日本の社会から学んだ
ものです。だから経済を立て直して行くには
中小企業の見直しから始めなければならない。
それから、外国人の手ではなく、ベトナム人
の手でスタートしなければならない。その２
点。それからベトナムの人たちがベトナムの
独立を達成し、その民族の平等を守ったこと
はやはり次の世代、私たちの世代に残しても
らうと。そういうことがあったから私には義
務がある。だからそういう考えで、経済の再
建計画は全部その信念に沿ってやったんです。
残念ながらその当時の人々、特にアメリカで
勉強した学者達、高官達と意見がぶつかって、
とうとう仕事ができなくなって、私が辞職し
て大学に入ったんです。
　大学に入って、工学部を自分でつくったん
です。それはゼロ、１円も無かったところで、
私は３か月で設立することができた。設備も
ちゃんとできた。それは 1974 年 10 月のこと。
その翌月の11月、AOTSの同窓会のことがあっ
たから、私はまた東京に行ってその大学を日
本の各界に紹介して、日本の友人達にご協力
をお願いしたんです。しかし大学に帰ったら
また問題が起こった。私がいない間に、クー
デターが起こった。私が転覆させられるほど
ではないですけど、それまでは私は一生懸命

大学を作ろうとベトナムのことしか考えてい
なかった。自分のことは考えなかった。仲間
も自分の周りに固めていかなかったんです。
だからそういう隙もあったから、私がいない
間にクーデターが起こったんです。
　バンハイン大学へ帰ると、こういう噂を流
された。「ホエさんはゼロからスタートしたか
ら、これからバンハインの名前を消してグエ
ン・ドク・ホエ大学にするだろう」と。そう
いう噂があちこち飛んでしまったんですね。
みんなに疑いを持たれてしょうがないから私
は大学を辞めた。それでも私の人生にはまた
いいことが起こったんです。政府高官を辞め
て、大学を辞めて、それで私はホーチミン市
のサイゴンの街が陥落した時は全然責任を問
われなかった。ですからその戦争の犯罪者と
して収容されなかったし、洗脳教育も受けな
かったのです。それで、解放された私の人生
はまた大学へ行こうと思ったのですが、しか
し、先生達は１ヶ月間教育を受け直さなけれ
ばならない、やはり私は１ヶ月も耐えられな
い。そこで、考えたんです。「もう教育界はや
れない、私が学生にあげられるのは心だけ。
心を、忠実に学生に伝えられなかったら意味
がない。」それで思い切って、私は大学の仕事
を辞めて、工業会に入ったんです。
　最初会社の工務部長、工場長、それから独
立し、機械設計製造までやった。それから今
の共産党政権が私のことを聞いて、「ぜひホエ
さん、ベトナムの経済の復興の話をしてくれ
ないか」と。それで今ベトナムに関係ある方
はよくご存知ですが、ベトナムの輸出加工区、
工業団地は私がその案を書いたんです。
　私は全国を回って宣伝した。それから、ハ
ノイまでの各省の専門家達を集めて説明した
んです。しかし残念ながら今、誰も私のこと
を覚えてないです。それも私の性格のせい。
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やっぱりうまくいかない。正直、馬鹿正直。
それから誰も恐れないで、最後まで戦った。
それで、今の政権とまたうまくいかなかった。
しょうがないから、もう一度教育界に帰った。
そして、今の日本語学校を作った。それから
留学生の事業を始めた。その他にも、ここに
いらっしゃる多くの方々にも参加していただ
いた子供基金も始めた。不幸な子どもたちの
ための支援で、奨学金を与えてもらったり、
また学校を作ってもらったり、そういうこと
をやってきたんです。
　そういう仕事をやったことは、私は自慢し
ています。今、自慢できることは日本に留学
して得たこと。それについて、簡単にご紹介
させていただきます。それは私がたくさん勉
強できたこと。一つは穂積先生に出会ったこ
と。先生の生活、先生の姿はいつでも私の頭
の中に浮かんでいる。それは「人間は生きる
限り信念を持たなければならない、信念のた
めに生きなければならない、どんな困難があっ
ても信念がなくなったらおしまいだ」と。そ
れは先生から教えてもらったんです。
　それから新星学寮、ABK の環境の中で育っ
たから国際親善はどういうものか。やはり穂
積先生の心の広さがわかった。それからもう
一つ挙げたいことは日本の経済、日本の社会
の構造なりができ上がった姿を私が理解でき
たこと。それは本当によかったです。先輩も
たくさんいる。後輩もたくさんいます。しか
し学問だけ、本業だけでは日本を理解するこ
とは足りない。私は日本の社会に出てから、
日本の会社で働いた。それで初めて日本が理
解できたんです。ですから今後、留学生の皆
さんもぜひ裏の街に行って中小企業から学ん
で欲しい。そうでなければ日本の姿がわかり
ません。そうでないと博士号を持っていても、
その資格はありません。たくさん言いたいこ

とがあるのですけど、時間がきたので。この
辺で終わります。どうも失礼しました。

石井：お話を承って、日本とアジアとの関係
というのは外交関係はもちろんあります。そ
れから長い長い歴史の経済の関係があるわけ
ですね。日本と東南アジアとの関係というの
は 600 年以上前から日本から船が、鎖国の時
でも船が来てたわけですね。だけど人間の交
流というのはほとんどなかった。で、今でも
その可能性は高いわけですね。大企業が出て
行って組織でいろんなことをやってはいます
が、今のホエさんのお話で、中小企業でこそ
本当に人間を通じての技術の移転も出来るし
ものの考え方がそこから学べるんだという、
そういうことが非常に大事なんですね。今日
お話を承って、やっぱり穂積先生がこれだけ
の方々に影響を与えたということは、やはり
その意味でもアジア学生文化協会が50年経っ
たということの意味がしっかり出てくると思
うので、この後は小木曽理事長にがんばって
いただいて、あと 100 年間ぜひ理事長をやっ
ていただかなきゃいけないと思います。今日
来る前に一番心配したのはみなさんが１人、
５分づつ余計に喋ったら、足したら 10 人に
なるからこりゃ大変だというので、チンと鳴
らすことを用意してたんですが、さっきから
全然鳴ってないわけですね。みなさん実によ
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く時間を守っ
ていただいた
おかげで順調
に進んでおり
ます。で、最
後 に 時 間 が
あったらぜひ
みなさんから
もいろいろご
質問をいただ
け れ ば と 思
うんですけれ
ど、そういう

意味で前半をこれで止めたいと思います。あ
りがとうございました。

工藤：皆さまありがとうございました。途中
で、低い音で鳴っているベルの音は、「あと３
分ですよ」という時間制限の予告なんですね。

「それで終り」ということではありませんので
ご理解お願いします。それでは、只今より 10
分間の休憩をさせていただきます。大変あり
がたいことに予定よりちょっと早めに推移し
てますので、再会は、40 分ですね。40 分まで
お越しください。それからちょっとのお知ら
せですが、先程来、穂積先生、あるいは新星
学寮とかアジア文化会館ということがたびた
び出ていますけど、今日、その穂積先生に関
する伝記の本が、今年の夏やっと出版できた
んですが、できたてのほやほやがありますの
で、どうぞご関心のある方はお買い求めいた
だきたいと思います。また、日本人と留学生・
研修生の人間的交流を書いた『私の忘れえぬ
人』という文集が出来ておりますので、これ
もアジア文化会館へのカンパということでお
買い求めいただければありがたいことと思い
ます。それでは、あと10分でお集まりください。

＜ 後 半 ＞

日本留学の医学博士　苦闘の４０年

アウン・チョウ
（Mr. Aung Kyaw/Dr. ; ミャンマー）
ミャンマー日本留学生協会会長、ミャンマー学
士院（医学）執行委員会共同事務長、元ミャン
マー医科大学教授。医学博士 （東京大学）

工藤：それではスピーカーのみなさんもお揃
いのようですので、後半の部をはじめさせて
いただきます。石井先生よろしくお願いいた
します。

石井：それでは前半に引き続きましてスピー
チの後半を始めたいと思います。最初にミャ
ンマーからおいでのアウンチョウ博士、よ
ろしくお願いします。

アウンチョウ：みなさんこんにちは。私、ミャ
ンマーから出てきましたアウンチョウと申し
ます。どういうふうに出てきたんですか ? 今
ミャンマーはガタガタしてるのに、というこ
とをよく聞かれましたけど、アジア学生文化
協会、アジア文化会館の 50 周年式典にはなん
とかして来たい、出席したいという非常に強
い希望で日本に参りました。私も 40 年前、文
京区に住みましたから、文京区は私にとって
非常に懐かしい区であります。それで、日本
はどこに住みましたかと聞かれると、文京区
に住みました、東京大学で勉強しました、と
誰にでも答えます。アジア学生文化協会に第
一期生として入って６年以上住みました。そ
の当時、穂積先生が初めて留学生会館の設備

工藤正司 アジア学生文化
協会常務理事

⑥
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を作ったわけでございます。まだ日本国と
してもその時は駒場留学生会館一つしか
ありませんでした。今は皆さまもご承知の
ように日本中どこに行っても留学生会館
があります。どんな遠いところでも留学
生会館がありまして、安く泊まることが出
来る、安く勉強することが出来ます。当時
の駒場留学生会館の部屋は３畳半でした。
穂積先生が、一人６畳の部屋、本当に当時
非常に立派な、屋上から富士山が見える、
アジア文化会館をつくって下さいました。
今はもう残念ながら見えないですけれど。
そこに私たちが1960年に入りました。
　私は、1959 年に東京大学に大学院生として
入りました。ミャンマーでは医学部を出てき
ましたが、まだまだ若い医者でしたから、第
一外科に入って、いろんな勉強を始めました。
当時、もう 40 年以上も前になりますが、日本
は世界でも先端装置が非常に進んでいる国で
した。どこ行っても日本の機械、東芝とか日
立とか、そういう機械が見られ、私は東京大
学で先端装置の研究をしました。この装置は
もともとスウェーデンで開発されたものです
が、当時はもう日本のメーカーの良いものが
出回っていました。それは電車の線路にひび
が入っているかどうかなどを調べる超音波の
A スキャンといいますが、その A スキャンを
使いながら、脳の中が出血しているかどうか、
脳内に血腫があるかどうか、脳の真ん中が圧
迫されているか、そういう研究を私はしたん
です。
　当時の指導教授は清水健太郎先生という方
で、非常に厳しい明治時代の方であります。
その先生の厳しさが私には本当に良かったと、
今考えてみるとわかります。今、先生にもう
一度お礼を言いたいですけれど、向こうの世
界に行ってしまわれました。私も間もなく向

こうの世界に行きますから、その時もう一度
お礼を申し上げたいと思っています。
　二番目の私の先生は穂積五一先生でござい
ます。アジア文化会館に入って先生からいろ
いろなことを学びました。今、理事長でいらっ
しゃる小木曽友さんがその当時はまだ学生で、
彼は農学部、私は医学部ですけれど、彼は、
初めてアジア文化会館で6,000円の安い月給で
働きました。それから工藤さんとか、優秀な
人たちが沢山アジア文化会館に入りました。
　また、穂積先生は 1959 年に海外技術者研
修協会（AOTS）いうのを作ったんです。そ
れは会社の技術研修生を受け入れる団体で、
ABK で留学生と一緒に生活しましたので、自
治会の活動などを通じて研修生にも友達がた
くさんできました。
　先端装置を使って脳の中に何があるかとい
うことを初めて日本で勉強し、臨床もやり、
1966年留学を終へてミャンマーに帰りました。
もう日本に二度と戻っては来られないでしょ
うと、本当に悲しかったんです。山手線にも
都電にもバイバイしました。その当時はまだ
都電がありましたよ。山手線、10 円で乗れた
んですね、昔は。
　ミャンマーに帰ると、厚生省が「あなたは

アウン・チョウ氏
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何を勉強してきたんですか ?」と聞くので、私
は「超音波の先端装置」と答えました。さっき、
マレーシアの先生がおっしゃった通り、ビル
マ（今はミャンマーと言いますけれど）はイ
ギリスの植民地ですから、昔から東南アジア
はイギリスかフランスの植民地、タイ国を除
いてね。ですからビルマではイギリスの資格
はものすごく認められているんです。
　「私は東大の博士です」「なんですかそれ
は ?」。この人困るねと私、思ったんですね。
日本なら「ああそうですか」とすぐわかりま
すけれど、ミャンマーじゃ誰も知っている人
はいない。それで、日本で何をやってきたか
ということを見せたんです。英語の言葉に「プ
リンはどう見えても食べてみて美味しかった
らそれでいい」と、ありますけれど。プルー
フ（証明）が大切と、私が仕事をやって見せ
ると、なるほどこの人は日本で勉強しました
ね、ということを認めてくれたんです。それ
でもやはりイギリスの資格がないと困ると言
われ、1970 年から 2 年間イギリス政府の留学
生としてイギリスに行きました。エジンバラ
大学です。
　私がミャンマーに帰る前は、超音波診断装
置を使う脳外科医は一人しかいなかった。私
は二番目でした。それで病院にいる時間の方
が家にいる時間より長かった。夜、患者さん
が来ると、その診断装置を使って脳の中を調
べます。例えば、左側に血腫があると真ん中
や反対側が圧迫されてますから、すぐ分かる。
X 写真をみて、夜でもすぐ手術をしました。
日本の先端装置のおかげで、たくさんの人た
ちの命を私は救うことが出来ました。
　イギリスに行って見たら、聴診器とハンマー
とで診断するのが普通でしたから、日本はそ
の当時には非常に進んだ国だったことがわか
りました。ただ、日本は脳神経外科というと

頭しかやらない。頭の手術が中心です。イギ
リスでは背中のヘルニアの手術なんかも脳外
科医がやります。日本ではそれは整形外科医
の分野ですね。それで、イギリスでは脊髄の
手術なども覚えました。
　ミャンマーに帰ってきて、5 年後、77 年に
今度はフランスにもう一度留学することが出
来ました。イギリスに行った時は、電車を見
てもちょっと暗い感じで、日本の新幹線と比
べると、少し遅れていると私思ったんですけ
れど、フランスに行って電車、TGVを見たら、
あ、これは日本の電車によく似てて先端技術
が使われてると思いました。で、フランス語
を勉強したら好きで好きでもう止められない
んです。それで７年間もフランス語を勉強し
ました。フランスでも難しい手術をやるんで
す。皆さんフランスといえばワインとかそう
いうことしか思い浮かべないと思いますけれ
ど、パリは、私の見た限り脳神経外科のすご
く進んでいるところでした。そこに２回も行
くチャンスがありました。一回目は９か月。
フランス語をウィチという街で２か月勉強し
た後、パリで脳外科の実習をし、そこでフラ
ンスがいかにメディカルサイエンスの進んだ
国であるかということもわかりました。
　フランスから帰国後、1979 年に在日ビルマ
大使館の第一書記官が脳腫瘍になりましたが、
その手術をしたのは、慈恵医大の中村先生で
した。東大の私の先輩です。悪性腫瘍ですか
らもう１か月くらいしか持たないから、誰か
ビルマから医者を寄こしてほしいという話が
あり、たまたま副厚生大臣が私を知ってまし
たので、こちらにも日本語の喋れる人がいま
すから行かせます、といって私が日本に来た
んです。79 年の９月頃です。結局、日本には
４日間いたんですけど、その時、私は、穂積
五一先生にお会いしてお礼を申し上げること
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が出来ました。穂積先生に、東大正門前のお
寿司屋さんに連れていかれまして、いろいろ
ご馳走になり、非常に楽しい思い出になって
います。
　その後、1982 年にもう一度 JICA（国際協
力事業団、当時）の研修生で 3 か月間、日本
へ来ました。その時、文京区役所に行きまし
たが、昔、私が知っていた文京区役所は小さ
な家でした。それがこんなに立派な高い建物
になった。非常に嬉しかったんですよ。本当
に変りました。
　それでは、これから日本での写真、思い出を
ちょっとお見せします。
　２番はミャンマーがここにあって日本はそ
こにありますということ。3番目、これはミャ
ンマーの面積と人口がどのくらいあるかとい

うこと。タイがどこにある、中国がどこにあ
るかです。（①）これは、シュエダゴンパゴダ
です。日本ではビルマの仏教を小乗仏教とい
いますが、その人たちの非常に大事なお寺です。
これは今の時期、フェスティバルで明るくし
てあります。タイにもこういうことがいろいろ
ありますね。（②）これは清水先生が真ん中に
座っています。非常に厳しい先生でした。1959
年の箱根で撮りました。（③）次は、りんごが
たくさんできる弘前に学会に行った時の写真
で、私が一番右側にいます。（④）これは私が
コートを着て赤門前にいる写真です。これは
東大の医学部図書館。東大も立派になりました。
その当時も立派でしたが、建物も増えて。（⑤）
これは学会。脳神経外科の学会。学会であちこ
ちに行くのが楽しみでした。
　（⑥）それから、私は言葉を覚えるのが好き
ですから、いつも弁論大会に出てました。5年
も続けて。なかなか入賞できなかったのです
が、最後は、この人はしょうがないと思って
国際教育振興会が感謝状をくれました。（⑦）
これは日本語弁論大会で三位になった時で、

① シュエダゴンパゴダ ② 1959年、箱根で ③ 学会のあった弘前で

④ 東大赤門前で ⑤ 学会で ⑥ 日本語弁論大会に参加

⑦  
弁
論
大
会
で
３
位
に
入
賞
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私は右側にいます。一位のドイツ人は奥さん
が日本人で、ドイツ大使館で日本語を専門に
勉強しているんですよ。日本語が彼の仕事。
それでこっちらはアメリカ大使館の人。その
人も日本語の専門家ということで。私は医学
の専門家でも三位になったんですよ。あとは
スリランカとか、他の国の人たちが 4 位と 5
位、真ん中に先生達が立っておられます。
　次は、これがアジア文化会館。残念ながら
私には皆さんに見せる穂積先生の写真がな
い。ミャンマー語でいいますと、「大事にし
まいすぎて、どっかにいってしまった」。探
しても、探しても出てこず、ものすごく悲し
かったです。（⑧）これは、岸元総理大臣が
アジア文化会館を訪問された時、新年会と思
います。私は学生文化会の会長だったんです。
これは、佐野先生と私と医学博士栗田先生で
す。これは、我々の ABK の仲間です。真ん
中は工藤さん、小木曽さん、それに AOTS
の佐藤正文さんです。これは、みなさんご承
知のようにアジア文化会館の今の姿です。
　（⑨）これは、ミャンマーに帰ってイギリ
スの教授が来た時、患者さんを調べてる時の
写真です。（⑩）最後に、ミャンマーには、
こういう山の上に、寺院がたくさんあります。
皆さん、今度ミャンマーにも遊びにいらして
ください。ありがとうございます。

石井：ありがとうございました。

元技術研修生の進化　印日提携で IT
企業誕生

M.R. ランガナタン
（Mr. M. R. Ranganathan ; インド） 

会社経営、AOTS-ABK同窓会チェンナイセン
ター会長、前南アジアAOTS同窓会連合イン
ド代表。元ABK同窓会研修生（東亜建設）

石井：それでは続きましてインドからランガ
ナタンさん、よろしくお願いします。

ランガナタン：皆さんこんにちは。私はラン
ガと申します。私は留学はしたことがないけ
ど、ABK（アジア文化会館）同窓会スカラ
シップで半年くらい東亜建設という会社で研
修しました。国へ帰ると、日本でいろいろお
世話になったから僕も何かやらないとダメで
すよということで、ABK 同窓会を作ったんで
す。一番はじめ私が東亜建設に入った時、私
の日本語は下手でした。今も下手だけど、もっ
と下手でした。研修生の時は、もともと現場
の仕事ですから目で見て学ぶというのは簡単
だけど、一番初めに僕が覚えたのは、毎晩仕
事が終わったら「一杯やろう」という言葉で
した。二番目に覚えた言葉は「ハシゴ」です。
一杯やってハシゴして、磯子の YKC（横浜研
修センター）に帰る時は、一番最後のバスも

⑧ 岸元総理大臣を迎えて ⑨ イギリスの教授と診察 ⑩ ミャンマーの風景

⑦
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出てしまって、磯子の山の上の団地の中にあ
るYKCにちょこちょこ歩いて帰りました。そ
うすると、YKC の食堂の皆さんが僕のために
特別のお弁当を作っておいてくれたりしまし
た。でも皆さん、「ランガさん、あなた二日酔
いはダメよ」と言うんです。私もそれよく分
かってますから、「二日酔いにしないで毎日酔
いにしてますよ」と、言うくらいよく飲んだり、
そして時々ちょっと勉強もしてました。
　僕の友達、熊谷（清彦）さんが一番初めに
知り合った日本人なんです。僕と彼が 1969 年
に会って、彼のおかげで僕は ABK のスカラ
シップ（奨学金）をいただくことができました。
４年前、熊谷さんはお腹のガンでなくなりま
したが、僕は日本に来ると、いつも彼のこと
を思い出します。
　今日、私のテーマは、同窓会はインドと日
本の間の IT産業のために何ができるか、とい
うことですが、それ以外に我々がどんな活動
をしているかということも、紹介させていた
だこうと思いスライドを作りました。今から、
コメント付きのスライドショーをやりますの
で、よろしくお願いします。
　インドと日本の間は、多分、一番初めに仏
教がインドから日本に入ったという、その時
から日本とインドの関係が始まったんだろう
と思います。その次は、辛島（昇）先生、大
野（晋）先生という日本の専門家の方々がタ
ミールナドでタミール語のリサーチをして、
タミール語は僕の言葉なんだけど、日本語の
オリジナル（起源）はタミール語じゃないか、
という説を出された。うちの言葉と日本語の
文法はだいたい98%くらい似ているんですよ。
だからわかりやすい。日本語を使う時、頭の
中でタミールの言葉で言ったらどう言うかな、
と考えれば何とかできるだろうと。
　三番目は、2002 年はインドと日本の間

の 50th Anniversary of Establishment of 
Diplomatic Relation, Japan & India（日本 - イ
ンド間の外交関係樹立 50 周年記念）です。左
側にあるタ - ジマハールは日本の切手。そこ
にある切手（日本の歌舞伎とインド・ケララ
州のカダカリダンス）はインドの切手なんで
すよ。元々インドには日本の全てのメーカー
の車やモーターバイク、なんでも入ってます。
だから ITだけじゃなくて、今、日本にとって
大きなマーケットは、中国の次はインドだろ
うと思います。もう一つ、インドもこれから
生産と輸出をうまくしないとグローバルマー
ケット（世界市場）でコンピート（競争）で
きないということをよくわかっいるので、今、
日本の専門家がインド来て、いろいろな工場
で教えているんです。これまでにインドの会
社が 13 社、デミング賞をもらっています。ま
た、TPM、クオリティーメダルをもらってい
る会社もいっぱいあります。だから日本はイ

M.R. ランガナタン氏
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ンドの大先生、インドは日本の大きなマーケッ
ト。そういう時代にこれから入るんじゃない
かと思います。
　今は中国は日本にとって一番大きな IT の
パートナーだけど、二番目はインドです。で
も、日本は、インドの IT産業におけるシェア
は４%だけです。私も日本の ITマーケットに
15 年前から入っていますが、一番大きな問題
点だと日本のお客さんが言っているのは、言
葉の壁です。それで、インドの IT会社はみん
なアメリカで仕事をしてます。日本語を知ら
なくても大きなマーケットはアメリカにある
と。でも最近、5年位前から日本は我々の大き
なマーケットになるんじゃないかと予測して、
一生懸命日本語を勉強するインド人、インド
の IT産業の方々もどんどん増えてます。我々
の同窓会、チェンナイ同窓会もそれに関連し
ていろいろやってますので、そのストーリー
をこれから説明させていただきます。
　一つは、我々がいろいろな IT 企業から
Japan Day、日本を紹介する Japan Day を

やってくださいと頼まれて、日本について
のビデオを見せたり、いろいろなことをやっ
てるんです。今年は特別に日本とインドの
Friendship Year なので、それを今年のロゴ
にしてあります。3 年前からその話はあって、
ちょうど 2005 年に小泉首相がインドにいらっ
しゃった時から、今度 2007 年はインド - ジャ
パン・フレンドシップ・イヤーにすると決めて、
今年、インド側、日本側、双方からいろいろ
なプログラムを出し合っているんですね。11
月には日本から 14 名の江戸職人というグルー
プが来まして、江戸時代のものを紹介するこ
とになっています。
　次は、うちの同窓会の活動についてスライ
ドでお見せします。
　（①）これは一番初めに我々が同窓会を作ろ
うとして、73 年に集まった時で、僕の友達の
熊谷さんが真ん中にいるんです。一番右側に
いる白い服のが僕なんです。（②）これはうち
の同窓会で、この建物の 3 階がうちの同窓会
の事務所です。チェンナイの街の中心にあり、

① 同窓会創設メンバー ② 同窓会が入居する建物 ③ 同窓会が入居する建物２

④ 同窓会事務所の入り口 ⑤ ABK-AOTS同窓会 ⑥ 同窓会の日本語スクール
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自分たちで買ったものです。レンタルじゃあ
りません。うちの同窓会のものなんです。だ
から何でも私たちが好きなプログラムが出来
ます。（③）この建物の 6 階もうちの同窓会の
オフィスです。（④）これは我々の同窓会の入
り口のところです。一番上を見ると穂積先生
の絵が描いてあります。だから毎日それを見
ながら穂積スピリットで仕事をする。笹川財
団の方からお金を戴いてこの場所を買ったの
で、左側には笹川さんの写真が掛かってあり
ます。入ったらすぐのところです。だからど
ちら側もあるコイン。こちらのサイドを見て
る時は裏は見えない。裏を見てる時はこちら
側は見えない。どちらを見たらいいかは自分
で決めてください。
　（⑤）それからこれは、ABK-AOTS 同窓会
センター。私は留学生じゃなく、研修生とし
てだいたい半年位、ローマ字で日本語を勉強
して帰ったんです。今もまだ僕は漢字の読み
書きができません。しかし、インドの中には8
つのAOTS同窓会がありますが、その中で我々
のチェンナイだけ、ABK-AOTS 同窓会という
組織を持っているんです。
　次のスライドは、今の同窓会のプログラム
です。（⑥）これは、私たちの日本語スクール
です。次は、私の同窓会の事務所です。

　同窓会活動のまとめとしては、一つは同窓
会の活動センター、二番目は日本語学校、も
う一つは、インド・タミールナド州チェンナ
イ市にあるいろいろな産業の訓練センターで
す。そこでは、ほとんど日本のマネージメン
トを教えています。  
　また、日本の文化をインドの皆さんに紹介
する、日本についての情報を発信する、タミー
ルナドの人々に日本について知りたいという
気持ちをかきたてることも我々の責任と思っ
てます。
　また、いろいろな社会人コースもやってい
ます。５Ｓ（整理・整頓・清潔・清掃・しつけ）、
日本とインドの間のトレード・プロモーショ
ン（貿易促進）、一番最後は JLPT（日本語能
力試験）。JLPT の南インドでの実施は私たち
の同窓会が担当してます。
　これはうちの同窓会の紹介のブロシュア（冊
子）です。うちの同窓会はタミナール州政府
にレジスター（登録）されている組織です。
今は大体 400 名のメンバーがいるんです。そ
の他、同窓会は技術的な翻訳・通訳のサービ
スも行っています。

　この後は、写真だけですから 2 分くらいで
終わると思います。
　次は、我々は「壁の壊し屋」です。言葉の
壁を壊す、インドの ITカンパニーの中で日本
語で仕事ができるようにするというのが、我々
の責任だと思っています。これは、一番初め
に我々が作った日本語学校と初めての学生達
です。一番左側は私です。私が教えているん
です。みんなローマ字で書いています。（⑦）
これは、現在の学校です。だいたい 650 名位
が毎年勉強しています。（⑧）これは JLPT（日
本語能力試験）のための模擬テストをやって
いるところです。これは JLPT の担当として

同
窓
会
の
機
関
誌
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我々がやってます。これは JLPT の受験希望
者のための一日半プログラムをやっていると
ころです。あとは国際交流基金と協力して日
本語教師の訓練コースもやってます。これは、
我々のライブラリー（図書館）です。我々の
新しいライブラリーです。朝の 10 時から夕方
の 6 時まで開いています。あとは派遣コース
として日本的経営研修プログラムがあります。
これはタミール語と英語でやります。プログ
ラムは 1 年間のスケジュールが組まれていま
す。これはそのプログラムを実施している同
窓会のメンバーで、彼は日産自動車の研修生
でした。これはセミナーホールです。各プロ
グラム大体 65 名くらいでやっています。これ
は、我々が作ったプログラムの教材です。（⑨）
５Ｓの大きなコンベンション（大会）がチェ
ンナイでありました。５Ｓのトロフィーです。
５Ｓコンベンションは、いろいろなタミナー
ルナド州の工場のプロモーションのために
やってるんです。これは、アフリカの研修生、
エジプトの研修生、みんなチェンナイまで来

て、ここでベスト・プラクティスの訓練プロ
グラムをやったときのものです。これは、ワー
ルドネットワーク・フレンドシップのプログ
ラムです。これはインドと日本の間のカルチュ
ラル・ブリッジ（文化の架け橋）の講座。こ
れは、日本のハンディクラフトのエキジビショ
ン。毎年１月、２月には生け花のエキジビショ
ンやります。チェンナイでずっとやってます。
３月はひな祭りをやるんです。（⑩）本間さ
ん（タミールナドに調査にきたABKのスタッ
フ）、いろいろ学生が来て見学します。あとは
ジャパニーズ・スタンプ（日本の切手）イグ
ジビション。私は、いろいろな国々で発行さ
れた日本と関係のある切手をだいたい 1 万枚
くらい持っているんです。各切手には歴史が
あるから、そのストーリーも書いて展示する
んです。次は、ジャパニーズ・コインズ（日
本の通貨）のイグジビション。（⑪）これは５
円玉で作った宝船です。（⑫）あとはクイズ大
会。チェンナイにある全ての学校が参加する
クイズ大会なんですよ。例えばこのようなス

⑧ JLPT模擬テストの様子 ⑨ ５Ｓのコンベンション⑦ 現在の日本語学校

⑩ 日本からの見学者 ⑪ ５円玉の宝船 ⑫ クイズ大会
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ライドがあります。だいたい 8,000 位の質問
とそれの答え。それ全部を CD に作ってチェ
ンナイにある全部の学校に無料で配るんです。
本で読んでくださいと言っても誰も読まない
から、CDに作って配るんです。毎年やってま
す。あとはトークのプログラム。テーマは環
境問題など。まだまだありますけど時間がな
くなりました。申し訳ありません。ありがと
うございました。

石井：どうもありがとうございました。今ラ
ンガナタンさんの話を聞いて思ったんですが、
皆さん今日、10人のうち9人までが留学生だっ
たわけですけど、留学生以外にですね、やは
り日本とそれぞれの国の掛け橋となっておら
れる元技術研修生としておられたランガナタ
ンさんの話を聞いて大変私、感銘を受けまし
た。そこにも穂積先生の影響があるというこ
とを聞いて、単に我々は留学生のことだけを
考えるんじゃなくて、普通はですね、技術研
修生なんていうのはある技術だけ持って帰れ
ばいいわけで、別に日本人と付き合わなくたっ
ていいわけですけど、今のランガナタさんの
ようにそこから本当に広がって、留学生に負
けないくらいの活動をしておられるという、
大変私、感銘を受けました。
　もう一点ですね。さっき辛島昇先生の話が
出てきたんですけども、日本人でインドと、
実は日本のインド研究というのは北インドに
偏っていたんですね。で、おそらく辛島先生
が初めてタミール語をやられてですね、そし
てずっと今もタミール研究の、まさに世界的
な権威になっておられますけれど、そういう
辛島先生のような方もですね、日本人であり
ながら、インド、特に日本人があまり研究し
ていなかった、しかし非常に大事な文化的に
も高いものを持っているタミール、のことを

やっておられるという、そこにちゃんと目配
りをしてくださっているということで大変嬉
しく思いました。ありがとうございました。

日本の固有（伝統）技術移転の壁
ノリブン・ホラス
（Mr. Noribun  Horas；インドネシア）
インドネシアと日本にまたがる会社経営。東京
水産大学大学院卒

石井：それでは続きましてインドネシアのノ
リブンさんお願いします。

ホラス：みなさんこんにちは。インドネシア
のホラスと申します。私と ABK の関係につ
いて少し触れてみますと、留学当時、国際学
友会日本語学校の寮におりましたが、当時の
財団法人国際学友会というのは外務省の管轄
内で天下り人事の為か、累積赤字を抱ており、
どうしても土地を売却しなければならないと
いうことで、我々は退館せざるを得なくなり
ました。その時 ABK（アジア文化会館）が助
け船になってくださり、お陰様で私も文京区
の一区民として生活できたということは光栄
に思っております。
　私の出身はインドネシア東南部のオースト
ラリアとインドネシアの境界線にあるアラフ
ラ海に浮かんでいる一つの小さい島。この島
は一般のインドネシア人でもよく知らない島
ですけど、世界の生物学者にはよく知られて
いる島で、かの有名なダーウィンの進化論の
説を支えた英国の有名な博物学者ウォーレス
氏がそこで研究をした形跡があるという、自

⑧
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慢の故郷であります。
　さて、30 年前私は希望を持って日本にやっ
てきましたが、それは、当時、第 2 次世界大
戦の前から故郷の島で真珠関係の事業を営ん
できた父の夢でもありました。なぜかという
と日本は世界の真珠王国でもあり、また同じ
東洋圏でありますから、差別も無いというこ
とで嬉しくこちらに到着しました。
　まあ、無事に自分の希望した大学、東京水
産大学、現在の東京海洋大学に合格して、そこ
で資源増殖を専攻しました。そして3年生の時
に、そろそろ論文のテーマを決めなければなら
ない時期になり、指
導教官といろいろ相
談しながら研究室も
選ばなければならな
い時期にさしかかっ
た時でした。私はそ
こで大きな壁にぶつ
かりました。もとも
と日本に来るのは真
珠養殖の技術を学ぶ
ためでしたが、ご存知の方もいると思いますが、
当時、日本の通産省から打ち出された真珠事業
における三原則の一つに、日本固有技術を海外
に移転してはいけない、つまり、外国籍の人
に教えてはいけないということがありました。
二番目の原則は、日本企業が海外に進出した場
合には、生産した真珠は全て日本に持ち帰らな
ければならない、そして第三の原則は、真珠は
10ミリ以下のものは輸入してはいけない、と
いう私にとってはすごく矛盾した原則でした。
　こういった厚い壁に立ち向かって私は挫折
感を感じながら、方向転換をせざるを得ない
宿命になりました。その当時インドネシアが
一番盛んに行っているのはエビの養殖でした
ので、非常に単純な理由でエビの研究に一時

方向転換をすることにしました。同じ水生生
物でも、私の専攻は人工種苗生産、遺伝育種
でした。ですから、これは後々私が真珠事業
を展開するために基礎として役に立ったこと
を思えば、学校で学んだあらゆる知識は、け
して無駄なことでは無かったということを、
今非常に思っています。
　修士課程を修了してから何年間か日本の社
会で社会人としての経験させていただきまし
た。そして1988年、80年代の後半ですね、我
が故郷に帰って、さきほどその名前を申し上
げたか忘れましたけど、アル諸島の、小さな

島なんですけど、そこ
の故郷に帰って、大学
の先輩と一緒にごく小
規模の真珠養殖事業を
立ち上げました。
　しかしながら私は
外国籍のワッペンを
背負って、この業界で
やっていくのは非常に
前途多難でした。これ

は日本の固有の技術であるだけでなく、昔か
らよく言われていますように、日本の固有伝
統というのは徒弟制度ということもあります
ね。日本人同士でもそうなんですけれど、弟
子が師匠からものを学ぶのではなくて、師匠
の業、匠を盗みなさいということがあり、日
本人から学ぶのが非常に困難でした。先ほど
申し上げた通り、真珠養殖事業というのは特
殊な業界であって、今のインドネシアの業界
はもちろん盛んにやってますけれど、ちょう
ど日本の 50 ～ 60 年前の真珠会社の状況に相
当すると思います。
　この業界では、確かな技術を習得した後、
会社の利益として守ってなかなか外に放出す
ることは出来ません。それから、日本とイン
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ドネシアでは技術の違いがあります。例
えば日本で習得した技術を仮に持ち帰っ
ても、まず直面するのは海の性質の違い
ですね。つまり温帯と熱帯の海の違いと、
そこに生息している真珠貝の生理的また
生態系の違いがありますから、直接的な
技術移転ということはやはり工夫しなけ
ればなりません。もう一つは、インドネ
シアの真珠養殖企業も非常に閉鎖的です
から、互いに勉強してより確実の手法を
探るのはなかなか出来ないという点もあ
ります。
　真珠を作るのは私の夢であり、また父の夢
でもありますけれど、普通の真珠を作るの
は、まあ誰にでもできるのじゃないかと思い
ますけれど、世界一とは言わなくても、より
質の良い真珠を作るのが私の使命でもあっ
て、ご承知の方もいるかもしれませんが、イ
ンドネシアの真珠は南洋真珠と言って、貝も
大きく大粒の真珠がとれるのは特徴で、しか
し日本真珠がもっているような照りが殆ど
ないです。
 日本真珠というのは 10 ミリ以下のもので
も、素晴らしい照りを持っています。この二
種類の真珠をコラボレーションでやっていく
となかなか面白いんじゃないかということ
で 1999 年の後半、私は鹿児島の友人と大隅
諸島のある島でこの行事に着手しました。と
てもいい真珠がとれましたけれど、残念なが
ら大隅諸島というのは毎年毎年台風の通路に
なっていて、台風の被害でなかなか企業ベー
スには乗りませんでした。
　そして近年、新たにですね・・・（①）こ
こに映しているのは我が国のバリ島の北部の
海ですが、ここで 2 年前から養殖場をかまえ
ました。ここにあるのはロングライン方式の
筏で、この筏のキャパシティーはだいたい

10 万位の真珠貝が収容できますが、当時は
まだ真珠母貝は 1 万位でした。この写真は筏
を整備しているところですね。
　（②）これは貝掃除の風景ですが、貝もも
ちろん生き物ですから、いい真珠を作るのは
やはりケアも必要ですね。手入れしなければ、
健康管理をしなければなりません。これも貝
を掃除しているところなんです。
　（③）これもうちの従業員達の様子なんで
すけれど、ここにある四角いバスケットは南
洋方式のもので、そこに母貝を並べています。
もちろん沖の海のところで畜養します。これ
はちょっと汚れてますけれど、真珠を作るた
めには手術しなければならないですね。手術
する前の前段階の仕立てという工程でわざと
生理的に鈍く（鈍感に）させてあります。
　（④）そして仕立てした真珠貝をカゴから
とり出して小さなカゴに並べているところ
です。
　（⑤）これは私で、とても汚い写真なんで
すけど、手術の風景で、貝の体内に特殊なメ
スを使って切口を付け、真珠となる元、核を
挿入し、真珠層を分泌する細胞を移植するの
がこの工程。（⑥）手術したあとの貝をまた
きれいにカゴに並べてまた海に戻して安静さ

ノリブン・ホラス 氏
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せて、その後沖の海に出します。そうすると
1 年～ 2 年の歳月を経て真珠が出来るという
仕組みになってますね。
　これは先ほど述べた大隅諸島で、まさに南
洋真珠と日本真珠のコラボレーションの作品
なんですけれど、なかなか素晴らしい照りで
あります。
　これは南洋真珠の大きさ、その大粒の真珠
は南洋の特徴です。そのゴールドパールとい
うのもご存知だと思いますけれど、茶金です
ごく珍重されている真珠で、マーケットで高
い値段で取引されています。
　これはシルバー、また紫、いろんな色が出
てくるというのが大隅諸島の素晴らしいとこ
ろなんですね。

　私の仕事ぶりの報告はこれで終わります
が、技術移転、技術指導、人材開発というの
はもちろん日本政府も力を入れて ODA とい
う形を通じて世界各国で行っており、インド
ネシアも例外ではありませんけれど、インド

ネシアで何人かの日本の技術指導員と面識も
できまして、いろいろお話しする機会もあり
ました。実はそういう方々は、企業を定年退
職したシルバーパワーであって、現地へ行っ
ても、まず現地への適応性、異文化とのコミュ
ニケーションにギャップがあり、語学の厚い
壁もあって、自分が持っている技術や知識を
うまく現地に反映できるかどうかすごく疑問
感を持っていて、結局 2 年間でこの人たちは
日本に帰ってしまい、現地には何も残らない、
ゼロに等しいという結果に終わり、従来から
言われてきた日本の技術協力の問題点が、今
も何も変っていないという現状があります。
　その面ではやはり、我々留学生、本国に帰っ
て活躍している人たち、また日本と祖国で距
離を置いて事業展開する元日本留学生達は、
よく日本の事情を知って、また本国の事情を
よく知り尽くしており、言葉も両方の言葉が
できますから、まさに即戦力になれるわけで、
今後ともそういった国際協力、また日本との
祖国との関係の技術移転に関しては我々留学

③ 母貝を並べる従業員

④ 真珠貝を並べて手術の準備 ⑤ 手術の様子 ⑥ 再び沖出し

① 養殖場 ② 貝掃除の様子
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生の役割は大きいと思います。
　最後になりますが、私もアジア学生文化協
会には大変お世話になりまして、この場を借
りてアジア文化会館の皆様、また文京区の市
民の皆様に心より感謝を申し上げて私の話を
終わらせていただきます。
　どうもありがとうございました。

石井：ありがとうございました。先ほどから
ノリブンさんのお話を聞いてノリブンさんは
日本人じゃないかと思って、インドネシア語
はできるんですかと聞こうかと思ったわけで
すけど。日本で真珠のことを勉強されてです
ね、インドネシアで活躍されている。さきほ
ど、ランガナタンさんがおっしゃった辛島先
生のもう 1 人、大野晋先生の話をされてまし
たけど、大野晋さんが「日本語の起源」とい
うのをお書きになって、タミール語と日本語
の非常に共通項が多いと。これについてはい
ろんな意見がありまして、タミールナドから
日本まで何のために来るんだなどという議論
があるんですけど、「国際人」をお書きになっ
た大野先生の本だと、実は日本は真珠が有名
で、おそらく真珠をとりに来たんじゃないか
というようなことを言っておられたことを思
い出しました。
　しかしノリブンさんのお話を承ると、やは
り技術移転にはですね、技術的な問題だけ
じゃなくて日本の制度の問題、いろいろ問題
があるということで、こういうこともまた日
本での経験をされた方がやはりずいぶんご苦
労なさると思うんですけど、ぜひそういうい
問題点を日本にフィードバックしていただい
て、関係がよりよくなることの一つのきっか
けをつくっていいただければありがたいと思
います。
　どうもありがとうございました。

奇跡の大学建設　泰日工業大学

スポン・チャユツァハキット
（Mr. Supong Chayutsahakij ; タイ）  

泰日工業大学評議会議長、泰日経済技術振興協
会顧問、バンコク高速道路（株）取締役副会長。
工学修士 （東京大学）

石井：それでは続きまして、泰日工業大学と
いう、まさに奇跡の大学と言いますけれど、
日本の留学生が中心になってタイに作ったそ
の中心人物であるスポンさんからお話を伺い
たいと思います。

スポン：みなさんこんにちは、タイのスポン
です。泰日工業大学の話でいろんな資料をた
くさん準備しましたが、大学の話はもういろ
いろなところでされていますので、大学が出
来た裏の話を紹介したいと思います。
　まず、自分の紹介をしますと、僕は日本政
府奨学生として昭和 36 年、1961 年日本に留
学しました。その時、バンコクの日本大使館
で僕の面接官の方はこの石井米雄先生だった
んです。46 年前に初めて会って、先生は今日
までずっとタイの関係で活躍しておられます。
本当にありがとうございます。
　僕は日本に参りまして、日本語を勉強して
東大の電気工学部を卒業しました。これが
1966 年です。更に、修士課程まで勉強して、
68 年帰りました。アジア文化会館に入館した
のは66年頃です。在館は２年半くらいですね。
会館に住んでいた間は、穂積先生にほんとに
いろいろ教えていただいたけれども、僕は頭
が悪いから先生の教えはあまり深く理解して
いない。南北問題とかいろいろそういう話を

⑨
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聞いてもよくわからないところがあって、覚
えているのは、卒業してから国に帰ってがん
ばって仕事をして、また出来れば社会に貢献
して国を発展させなさい、日本に負けないよ
うに発展させなさいということだけでした。
　それで、帰国して問題を見つけたかという
と大きな三つの問題を見つけたんです。
　一番目は、当時、日タイの関係は悪化して
いました。反日運動が激しく、さっき石井先
生がおっしゃったのは「ニー ブン クン」です
ね。僕は奨学金をもらってその恩があります
から、どういうふうに謝恩するかということ
をいろいろ考えました。できれば両国の親睦
親善の活動をなんでもやりたいと。二番目の
問題は、ちょうどその頃はタイ国の工業化が
始まったところで、工業化してこれから国を
発展させるためにはどうしたらいいか、いろ
いろ考えました。日本へ留学するときはもと
もとは医学を勉強することが望みだったけれ
ど、結局は専攻を変更して工学を学びました。
タイへ帰ってきてからは、たった一人の卒業
生で何ができるのか、何もできないんじゃな
いかと疑問を持ちました。10 人でも難しいん
じゃないかと悩みました。
　ABK にいる間に、隣にあった AOTS（海外
技術者研修協会）のいろんな活動を見て、あ
あこれはいいなあと。現場でノウハウを勉強
する、長期トレーニングの形で各国から研修
生を連れてきて三か月とか半年訓練して、帰
ると工場も運転できるようになる。これは一
番いい方法じゃないかと僕はものすごく感心
しました。だから、できればタイでもこうい
う活動をやりたいなというアイディアが僕の
中にできました。三番目の問題は何かという
と、やはり自分のことです。日本留学から帰
国してもタイの社会では高く評価してもらえ
なかったんです。やはり欧米帰りの方がまず

優先。僕は高校の成績も悪くないし、国家試
験も 2 番目くらいでした。でも留学から帰っ
てから僕の方がぐっと上の方に行くというこ
とはできませんでした。
　なぜかと考えたら、やはり日本の留学生の
実力や実績が示せていないからじゃないかと。
だからいくら泣いてもしょうがない。やっぱ
り我々が実力を見せないといけないと考えた
わけです。ただ僕が一人で考えたんじゃなく
て、先輩や後輩たちが全部同じ気持ちを持っ
ていました。そして、こういう話を穂積先生
に何度もして、どうやってこの問題を解決す
るのかといろいろ検討しました。
　その結果、これから紹介します TPA（泰日
経済技術振興協会）の案を考えて、これから
つくりましょうと、72 年頃に東京に JTECS

（日・タイ経済協力協会）を設立、もちろん穂
積先生が理事長を、そして、翌 73 年 1 月にバ
ンコクにTPAが設立され、この機関を利用し
ていろいろな活動をやりましょうということ
になりました。
　先ほどご説明した 3 つの問題は、現在どう
なっているかということを簡単にご紹介し
ます。
　日タイ関係は 30 年ほど前とはだいぶ変っ
て、今は密接な関係になり、ベリーグッドパー
トナーになっていると言っていいでしょう。
特に 10 年前タイがトム・ヤム・クンの事件（通
貨危機）があってから、日本からいろいろ援
助を受けて、日本の考え方をよく理解して、
今、日本のプアン・テー（石井先生はよくわ
かる。真の友人）になって良くなりました。
　二番目の問題点は、工業化は 30 年前から
はだいぶ進んで、今はタイは何とか一つの生
産基地にもなりました。3 番目の元日本留学
生がどうなっているかという問題ですが、今
はもう欧米組に負けないように横に並んでい



月刊　アジアの友　第 461 号　　　2007 年 12 月 10日発行　　　　1966 年 10 月 25日第三種郵便物許可

39

日
本
留
学
を
帰
国
後
ど
う
活
か
し
た
か

るか、かえって上回るくらいの立場に
なりました。それは、もちろん、我々
がこの協会（TPA）をつくったその成
果が全面的に出たとはまだ言えません
が、ただその成果の一部は貢献したん
じゃないかということはできると思い
ます。
　ここで TPA の話をちょっと紹介し
ます。
　TPA の事業は、まずメインの目的
がテクノロジー・トランスファー（技
術移転）、です。その中心的な活動は
社会人のための産業セミナーです。現在、年
単位で 1,700 以上のコースを行ってます。参
加者はだいたい 7 万人位。これはセミナー参
加者が 6 万、それにインハウストレーニング
の参加者も1万位、合わせて7万人がセミナー
に参加しています。
　二つ目は、技術関係の本を作ります。今日
までだいたい 400 タイトルの技術の本を出版
しました。これに文化・語学関係も入れると
500 タイトルに近くなります。30 数年間でだ
いたい 500 万冊くらい売り出したと思いま
す。低価格で売って、タイ全国で、特に専門
高校、短大のレベルでいい教科書があまりな
かったので、日本語から翻訳した技術の本が
教科書として使われています。まあ教科書で
なくても参考書としてはたくさんの学校が利
用しています。
　三つ目が、日本語学校。これは日本語だけ
じゃなくてタイ語の学校もあります。たぶん
タイで一番大きな日本語学校じゃないかと思
います。年間あたり 1 万人以上が勉強してい
ます。
　それ以外にもいろんな事業がありまして、
例えば計測器の校正センターもやっていま
す。これは各企業などの計測機器の検定・校

正サービスをやるんですが、今ではお客さん
も 3,000 社位、特に中小企業を中心に 3,000
社位のお客さんがあって、年間あたり 3 万件
位扱っています。
　その他、中小企業の診断事業、コンサルタ
ント事業、さらにロボコンも TPA が主催し
てやっています。
　会員は、今、正会員が 1,800 人、準会員が
5,000 人位。法人会員が 3,000 社位、合計で 1
万位の会員数になっています。従業員が 350
人、年間でだいたい円換算で４億円位の活動
をこの協会はやっております。
　ところで、TPA ができた時、目的を書いて
ます。将来、専門学校、大学を作ると、30 何
年前に書いてあるんです。ちょうどこの協会
が 30 周年の時、会員のみなさんにアンケート
を出して意見をまとめたところ、その中に、昔、
大学を作るという話があったけどもどうなっ
たか、という質問が入っていました。そこで、
それから2年間、いろいろと調査・検討会をやっ
て、２年前に遂に決心して工業大学を作ろう
ということになったんです。問題はお金です。
協会は儲けるところではありませんから大学
をつくるのに十分な資金はありません。ただ
30 年間にコツコツ貯めたお金がだいたい 3 億

スポン・チャユツァハキット 氏



月刊　アジアの友　第 461 号　　　2007 年 12 月 10日発行　　　　1966 年 10 月 25日第三種郵便物許可

40

バーツ（約 10 億円）位ありました。ただそれ
だけで大学を作るのにはちょっと足りません。
半分位しかありません。でも借金してでもや
りましょうと、皆さんは総会で了解して、2年
前から大学のプロジェクトが始まりました。
　この大学のタイプはモノづくり大学、日本
式のモノづくり大学をつくりましょうと。そ
ういうものが、タイにおける現在の段階での
工業化の発展に役立つと同時に、人材不足の
問題も解決できると考えています。そのため
自動車関係、電機・電子・通信などを中心に
した教育を行います。
　（①）これはモデルから撮った写真で、ちい
ちゃな規模でこのくらいの建物です。今全部
の建物はまだ完成していません。これは５棟
ですが前の 2 棟だけしか出来きてません。A
とBだけしか出来てない。
　次に、ここの特徴は何ですかというと。ま
ず日本語を勉強してもらう。タイ語で教える
けども英語以外に日本語を勉強してもらって、
４年生になったら日本人の専門家を呼んで、
日本語の講義でもわかるように考えたけども、
今はちょっと無理じゃないかと思ってます。
少なくとも卒業して、現場で日本人のエンジ
ニアなどと日本語で通じるくらいの日本語が
勉強できるくらいのことを考えています。
　２つ目は、産業界との密接な関係。この３

月に、我々の教えることが現場で
ほんとに利用できるように、工業
界から専門家を呼んで、調整しな
がら一緒に特注のカリキュラム
を作りました。
　3 つ目が実務的・実践的です。
現場向き、実践的なことを考え
てます。例えば夏休みだけじゃな
くて、半年は現場で働いてもらっ
て、そういう本当の現場の体験を

やってもらうことを一つの条件にしています。
　次、試験的にですが、今年が日タイ関係の
修好 120 周年ですから、今年は 120 人分の奨
学金を与えます。バンコクでなくてもっと地
方からの学生達に特に与えます。ただ奨学金
といっても、授業料だけですね。授業料は年
間6万バーツ、約20万円を与えます。
　次、今のところは 1 年目は三つの学部と大
学院が始まりました。工学部は、自動車工学
が今年始まりました。来年には生産工学が
始まります。情報学部では IT は今年始まっ
た。来年からはコンピューター工学が始まり
ます。で、経営学部は工業管理、IM ですね、
Industrial Management が始まりました。日
本語経営学コースは来年ですが、修士課程の
方は先に今年後半に始まります。工業（工場）
経営管理 MBA コースが始まりました。その
下に書いてあるイクスキューティブ・エンター
プライズ・マネージメントコースは、中小企
業向きのマネージメントで来年始まります。
　次（②）、大学の正面ロゴをよく見てくださ
い。これはアジア文化会館のロゴとよく似て
います。次（③）、だいたい場所が狭いのでこ
ういう設備を置いて今やってます。だいたい
学生が 400 から 500 人までで、最初は 370 人
で今は 430 人くらいの学生がおります。来年
度は1,000から 1,200人くらいになります。次、

(A) Office and Library

(B) Classroom Building

① 現在の TNI
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５年後にはだいたい3,000人くらいの学生を予
定しています。
　次、大学執行役員。現在の大学の学長は元
留学生です。京大卒のクリサダ先生がやって
います。副学長も東北大の出身。この中にも
元留学生が多いです。例えば語学部長は東大
教育学部の卒業生とか、経営学部長が京大卒
からとかね。これが理事会、一番上は僕です。
理事会も半分は元留学生です。半分はもちろ
ん現地の専門家とか文部省と関係深い方も
入っています。
　次、日本関係の大学と MOU（大学間協定）
を行いました（④）。赤で書いてあるのが既
にサイン済みです。芝浦工業大学、九州大学、
大阪工業大学、東京農工大、次にたぶんもの
づくり大学とも来月サインします。残りがだ
いたい年末かまた来年度には全部やって、こ
れからこういう大学と学生交換とか、講師交
換とか、カリキュラム交換とかいろんな活動
を行います。
　次（⑤）。これは学生、入学の雰囲気です。

　次（⑥）、今年の
8月2日、シリントー
ン王女がご臨席し
てオープニングセ
レモニーを行いま
した。タイではテ
レビにも出て、日本のほうにも少し出ました
ね。で、日本からも大勢のお客さんが訪タイ、
出席しました。特に森元総理大臣にご出席い
ただきました。
　（⑦）これ、マーク見て下さい。これが本
当のマークです。ABK とは少し違って、中
には TNI と書いてあります。
　次、TPA では毎年 7 月 17 日が協会の記念
日です。その日は何の日ですか？　「穂積の
日」と呼びます。先生が亡くなった日です。
毎年お坊さんを呼んで式を行います。場合に
よって僕も時々、新入社員たちに集まっても
らって穂積先生の話をします。僕は穂積先生
から学んだことをみんなに伝えて、「穂積精
神」を理解してもらうことはやっています。

② 大学正面 ③ 実習用設備

⑤ 新入生歓迎会

④ 日本の大学とMOUを締結

⑥ オープニングセレモニー

⑦ TNI のマーク
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　大学の前に先生の銅像を設計しています。
もう少し調整して来年か再来年くらいに人
間の 1.4 倍くらいの銅像を据え付けます。皆
さん、もしバンコクに来たら寄って見てくだ
さい。
　どうもありがとうございました。

石井：ありがとうございました。実は私も先
日、泰日工業大学へお邪魔して、大変感銘を
受けました。よくここまでやったということ
でありまして、留学生の努力でこんなことが
できるというのは非常に嬉しい。特に私自身
もタイの大学に留学して、同級生の動向なん
か見てますと、タイでは大学を出るというこ
とが目的なんですね、極端に言えば。つまり
BA（学士）だとか MA（修士）だとかとる
ことが意味があるということなんですが、ま
さに今お話があったように、泰日工業大学で
は実践的な技術者を教育するということで、
その結果として BA のいろんな資格が取れ
る。だけど目的はタイで今一番必要なのはそ
ういう技術なんで、その技術を日本から移転
しなきゃいけないと。そういう意味で大変実
質的なことで、おそらくタイの大学の今まで
のコンセプトとはだいぶ違う、極めて先駆的
な試みだと私は思っておりまして、大変感銘
を受けた次第であります。
　今、スポンさんからお話があったように、
全部で 5 棟あるのに 2 棟しか建ってないので
すが、私もなんとかしてですね、外野席の応
援団くらいにしかなれないのですが、なんと
かしてこれを完成させて、本当の意味でのも
のづくり大学というものの代表として発展し
ていただければ嬉しいと思っております。

日本留学の功罪

ウォン・メン・コン　（Mr. Wong Meng 
Quang; シンガポール）
元駐中国シンガポール大使、元駐日シンガポー
ル公使。東京水産大学

石井：それでは最後に締めということでシン
ガポールのウォンメンコンさん、これはもと駐
日公使でいらっしゃって駐中国シンガポール
大使をされた方ですけれど、日本留学の功罪と
いうことでぜひお話を戴きたいと思います。

ウォン：日本の落語会と漫才界には真打ちと
いうのがおりますけれど、私は最後になりま
して、もうちょっと明るく、みなさんを眠ら
ないようにする責任がありますから。
 今日のテーマは、日本留学を帰国後どう生か
しているかということで、私の与えられたの
は、もっとも爆弾的なテーマで「日本留学の
功罪」ということなのですが、ああ難しいなあ、
ちょっと先生、耳障りな話しをしてもよろし
いですか ?

石井：どうぞどうぞ。

ウォン：まずですね、自己紹介をある程度さ
せていただきますが、私、昔シンガポール植
民地というところで生まれまして、おそらく
この部屋の中で私だけは自分の生まれた社会
の中で、7つの国歌（注）を経験した者でございま
す。小さい時、太平洋戦争でシンガポールが
日本軍に占領された時に、まず「君が代」を
覚えました。終戦後、1945 年小学校に入った
時覚えた国歌はゴッド・セーブ・ザ・キング、

⑩
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英国。それから私が通ったのが中国語も教え
ていた学校で、今の国民党の国歌もちゃんと
今でも歌えます。これで 3 つの国歌を経験し
ました。次、4 番目が、1949 年 10 月 1 日に生
まれた、中華人民共和国です。5番目、1952年、
英国国王が死んで今のエリザベス女王が誕生
し、ゴッド・セーブ・ザ・クイーン。6 番目、
シンガポールは一時マレーシアと一緒だった
んですがマレーシアの国歌も覚えました。そ
して最後は、我が独立シンガポール国です。
　これをバックグラウンドにして、私が高校
の時に幸か不幸か、私の同じ時期に日本に来
られたヘン（フチョン）さん、そこにおりま
すけど、高校 1 年の時に、激しい植民地反対
の動きが学生運動の中にも生まれてきまし
て、私は政治界とは関係がなかったのですが、
何か非常に運が悪くて、当時の秘密警察に
マークされて、高校 1 年の時に除学されまし
た。だから私は日本に来て安保反対運動を見
た時、非常に懐かしいなあという感じがした
わけです。
　で、4 か月かかって、当時シンガポールに
は我々みたいな中国系の人たちを代表すると
ころが無くて、やっと条件付きで他の高校に
編入されました。それが終わって、私は成績
上、英国に留学してよろしいと言われたんで
すけども、そういうバックグラウンドで育っ
た私がなんで英国に行かなきゃいけないのか、
と。私の問はまず自分に向かいます。私は何
者であるか、と。私はシンガポール生まれの
チャイニーズ。それが何？ 決まった国籍もな
い。昔の清の時代に日本に留学した中国人の
立派な留学生達の本も沢山読みました。ニッ
ポンという国はですね、過去に不幸な歴史が
あっても、この国を見てみたいな、勉強して
みたいな、と思ったんです。明治維新があり
ました。尊王攘夷、和魂洋才というのもあり

ます。どうしてそういう国がアジアで唯一の
先進国、まあ戦争のことはさて置いても、に
なれたのかと。その好奇心半分と、プラスあ
る程度の反逆心もあり、それに 3 番目の理由
として経済問題もありました。英国にも米国
にもすぐ留学できたんだけども、費用が 1 ド
ル 360 円の時代で月額８～９万円位かかりま
した。日本留学の場合は昭和 33 年、34 年で
２万から２万千円位でした。それが 3 番目の
理由で、親のスネカジリももうほどほどにし
ようと思って、日本留学を決めたわけです。
　日本への留学を決めて今度問題になったの
が、政府、今のシンガポール政府じゃないん
ですよ。コロニー・オブ・シンガポール、ユ
ナイテッド・キングダム、というところにま
ず当時の文部省関係者、英国人ですけれど、
その次に大蔵省、デパートメント・オブ・ファ
イナンスというところに呼び出されました。
その質問がね、どうしてお前は日本に行くの
か、というんです。２年間、そう聞かれつづ

ウォン・メン・コン氏
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けました。それで私は、とにかく行ってみた
いんだ、学問のことだけじゃなくて、と２年
間答えつづけました。ところが、オフィサー
達はですね、さっき先輩のアウン チョウさん
も言われたことですが、第一に日本の学歴、
学位は承認されない、東大の博士を持って帰っ
ても何の資格にもならない、ということをお
前承知するか、と。はい、私は知ってます、
シンガポールで認めてくれなくても他のとこ
ろで認めてもらえばいい。これが一つ。2番目
はですね、当時世界にはスターリングポンド
地域というのがあったんです。日本はスター
リングポンド地域外、英連邦外で外貨の流出
になりますから、外貨の流出を止めるための
条件を付ける。私そのレターをまだ持ってい
ます。コロニー・オブ・シンガポール、どう
しても行きたいならば、水産学か造船学、こ
の二つに限って許す。（日本は水産学と造船学
は進んでいたから）。ただ資格は認めない。技
術だけ覚えて来いと。そして、日本の大学は
４月初めに新しい学年に入るそうだが、学長
のサイン入りの証明書を 2 枚、シンガポール
の文部省とデパートメント・オブ・ファイナ
ンスに４月 15 日必着で送ること。1 枚は在学
証明書、もう一枚は前年度の合格証明書。留
年はしないということですね。この２枚の証
明書を４月15日までに届けなければならない。
そいう条件を呑んで、ようやく日本留学の許

可がでたんです。
　日本留学は私にとってプラスだったのかマ
イナスだったのか。あるいは功か罪かという
ことですが、私にはこれを全般的に論じる資
格は何も無いんですけれど、ちょっと総括的
に言えば、特にアジアの留学生はですね、今
述べたような非常に難しい条件、環境の中で
日本に来ているんですよ。その上に卒業して
もですね、日本は本当にいい国なのか、イミ
テーターに過ぎないじゃないか。あの国はコ
ピーしかつくらない、戦争に負けたから自動
車を作って、エレクトロニクスを作って売り
始めただけじゃないか。英語も使わないよう
な国にお前はどうして行ってきたのか。そん
な質問を今でも私は受けているんです。
　皆さんは日本人が世界で尊敬されていると
いうイメージをもっておられると思いますが、
それは間違いでございます。だから冒頭、私
が耳障りな話になるかも知れないと申し上げ
たのですが、東南アジア各国に行ってみてく
ださい。欧米はやっぱり優先されています。
その理由は、やや歴史的な問題になりますけ
れど、550年前にヨーロッパの航海技術が急速
に発達し、彼らが競って全世界に、アジアだ
けじゃなくて、中南米、アフリカにもあちこ
ちに植民地を作りました。
　それによって軍事力と宗教、経済、文学、
教育、言葉など、一切、今日まで根が深い影
響が及んでいます。だから日本の留学関係者
の皆さんがこのバックグラウンドを頭に置い
ておかないと、留学生に単なる電気工学、医
学などのハードだけ教えても、彼らはなかな
か満足しない、という面が多々出てくるわけ
です。
　要するに関係者の皆さんが、大学関係者だ
けでなく、企業の関係者もですね、それぞれ
の国の留学生たちの置かれている事情をもう
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ちょっと研究なさって、留学生が何を希望し
ているのか、どこに問題点があるのか、アフ
ターケアをどうすればいいか等について考え
ていただけないかとお願いしたいわけです。
　日本の留学はどこがむずかしいか、といい
ますと、まず、日本はアジアの国の中でアル
ファベットが通じない国です。日本語を習得
するには漢字圏の人たちは漢字に不自由は感
じないんですけれど、非漢字圏の人にはむず
かしい。自分の背負っている環境とか社会の
いろんな問題がからみあって、口では言えな
い苦労がたくさんあります。アフターケアに
ついては、日本の上から下まで、日本政府、
文部省、外務省、大学、企業、全ての留学生
関係者、あるいはそれぞれの専門家の学会な
どが、留学生の帰国後連携をとる。要するに
英米みたいに、医学を英国で教わって帰って
くれば後ろに尻尾みたいに英国の医学関係者
のフォローがついてくる。医学の最新の情報
も絶えず送られてくる。そのようなアフター
ケアサービスをできる体制を日本も早急につ
くる必要があると思います。
　それからまた横縦の問題もあります。欧米
の留学生達を見てみますと、私は仲間が多い
んですけれど、例えばある有名大学の卒業生
たちは、世界的なマフィアみたいなネットワー
クをもっている。あるアメリカの大学を卒業
すると、まず企業の中に重用される。例えば
会社の名前は言えないんだけど、アメリカの
超一流企業の NO.3 はシンガポーリアンです。
ニューヨークの本部の 3 番目のポジションに
就いています。
　それでこの人がもし何かで日本に行くとす
ると、東京には自分の先輩か後輩がいますか
ら、電話一本で全部やってくれるんですよ。
そのような横の連携が日本留学生にも必要で
は無いかと思います。

　最後に、私は日本に来まして日本の皆さん、
社会、明治維新の、あるいは日本人の人間関
係などを勉強させていただきまして、大学時
代に、また大学に入る前の日本語の先生、大
学に入って日本の学生さんと一緒に同じ教室、
同じ研究室、同じゼミで日本の税金を共同で
使わせていただいて勉強することができ、私
は幸せでした。ありがとうございました。

（注） ７つの国歌とは、　①God Save The King
（King George The VI は 1952年2月6日に崩御。
植民地時代に当地の全ての学校で教えられた。全
ての映画館で放映の直前と直後に全員起立、God 
Save The Kingを歌う） 　②君が代（太平洋戦争で
日本軍が3年8ヶ月占領。その間、全ての学校で教
えられた。私は当時まだ小さかったので、自宅近く
の軍人クラブから流れてきた「君が代」のMelody
をよく耳にした記憶がある） 　③三民主義（終戦後、
小学校に入った時、旧中華民国の国歌。植民地だっ
たが、Overseas Chinese の自己費用で作った中国
語の小・中学校と高校で中国本土の国歌が許され
た。その時の国歌は国民党の「三民主義」だったが、
今でもよく覚えている） 　④義勇軍行進曲（聶耳作
曲、今の中国国歌、1949年 10月以降。1949年
10月1日、中華人民共和国が成立、「三民主義」は
歌われなくなり、暫くして「義勇軍行進曲」が入っ
てきた。） 　⑤God Save The Queen （Elizabeth女
王が 1952 年 2月に戴冠。Queen Elizabeth が即
位した時 God Save The Queenに変えられた） 　
⑥Negara Ku（マレーシア国歌、シンガポールは
1963年9月16日にマレーシアに加入） 　
⑦Majulah Singapura （シンガポール国歌、1965
年8月9日、マレーシアから分離）

石井：ありがとうございました。今日のシン
ポジウムをくくるにふさわしいようなお話を
していただいて大変ありがとうございました。
あの、どうも我々は知っているようでずいぶ
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ん知らないことがあるとつくづく思います。
例えば今日本から東南アジア、アジア諸国に
ずいぶんたくさんの旅行者、ツーリストが行っ
てますね。しかし、例えば日本人がシンガポー
ルに行ったら、シンガポールのことがわかる
か、シンガポールに行ったらルイビトンのバッ
クが安いから買ってくるということならばあ
りますけど、そこでシンガポールの人と触れ
合うということはなかなか無いんですね。
　私はどうも日本人というのは外に出ると、
ちょうど宇宙服を着て宇宙空間に行くように、
カプセルの中に入って動いているという感じ
がしてしょうがないんですね。
　私自身、今から 30 年位前に、タイから帰っ
てから今度はイギリスに行ったんですけど、
その時でもですね、イギリス人と付き合って
いる日本人は実に少ない。驚くほど少ない。
驚いたことはですね、私、なるべく日本人と
は付き合わないようにしてたんですけれど、
ある時パブへ行ったら日本人らしき人がやっ
てきまして、東京のある大学の先生でしたけ
ど、あなた日本人ですかというから、まずい
なと思ったけど、ああそうですと言ったらで
すね、日本はいいですねイギリスよりって言
うから、なぜですかと聞いたら英語が出来な
い時日本なら誰でも教えてくれたけどここで
は誰も教えてくれないと。つまりイギリスに
行ってイギリス人と話しをしようとしない。
で、一生懸命勉強している。
　だから私ロンドン大学にいる時ですね、「ヨ
ネオ、またミスターゼロックスが 1 人来たよ」
という言い方をされる。どういう意味かとい
うと、大英図書館に行って本を読んで、こん
なにたくさんゼロックスをもってみんな日本
人は帰って行くと。だけどその間全然英国人
の友達は作らない。私はそれはヨーロッパだ
けじゃなくて東南アジアでも世界中そういう

ところがあるんですね。日本人というのは国
際交流という言葉が大好きでして、「国際交流」
という雑誌の編集委員をやってたことがある
んですけども、国際交流というのは本当の意
味で日本には無いんです。あるのは 2 つの直
流なんです。日本を紹介する。で、向こうの
ものを学ぶ。それだけの話でその間に接触が
ないんですね。
　今日のシンポジウムの一番大きな大事なポ
イントは本当の意味での交流をしよう。つま
り人間を媒介にして二つの文化が触れあう問
題点を分かりあう。その意味でよく日本人に
はビルマ、今はミャンマーといいますが、ビ
ルマめろめろという人がいる。ビルマが好き
で好きでしょうがない。これは本当にビルマ
にとっていいことかというと、私は必ずしも
よくないと思います。日本めろめろというの
も困るんです。さっき一番最後にウォンさん
がおっしゃったように功罪がある。で、何が
功で何が罪なのかということをはっきり見極
めた上でですね、しかもそれを解決できるの
は人間関係だけなんですね。
　その意味でみなさんが穂積先生のことを
おっしゃったことを私たちはものすごく大事
だと思う。少なくとも 10 人、100 人とは言わ
なくても 10 人の穂積先生が欲しいんですね。
だからぜひ皆さんは、なぜここで 10 人の方が
穂積先生とおっしゃったかということの意味
を考えていただきたいと思うんです。
　私は今日穂積先生の宣伝をするために来た
わけじゃないんですが、皆さんが二言目には
必ずおっしゃるというのは、それは日本にとっ
てもものすごく大きな財産なんですね。だか
ら我々は今後留学生が 100 万人になるか 1000
万人になるか知りませんけど、そのことを喜
ぶ必要は毛頭ないんで、やはり 10 人の留学生
が日本を理解し、日本のいいところ悪いとこ
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ろをわかってくれて、しかも今のウォンさん
のお話があったように、マイナス・マイナス・
マイナスにも関わらず日本に来てくださって、
そして日本を理解し、活躍をしておられると
いう、そういう状況が私ものすごく大事だと
いうふうに思います。
　そんな意味で、このシンポジウムで今日、
私が「日本留学を帰国後どう生かしたか」と
いうことにテーマを絞ったわけですが、生か
し方はいろいろたくさんある。具体的に最高
度の心臓手術の技術を生かすというのもそう
でしょう。それから日本で日本文学を勉強し
た人がフィリピンに帰って、フィリピンに昔
文化がなかったというのはおかしいじゃない
かということで、田舎に住み着いて、そこで
口承の文学を学ばれて、14 冊の本を書かれた
という、これもものすごく大きなプラス。そ
れから大学を造られたということも素晴らし
いことだと思いますね。それから今、ウォン
さんのように本当の意味で日本に留学したこ
とを生かしていただいている。功罪の罪のほ
うも背負いながら、プラス・マイナスでは若
干でもプラスが多ければ、私はそれなりの意
味があったというふうに思うわけです。

まとめとして

石井：さきほど紹介を忘れましたけど、ミャ
ンマーのアウンチョウさんは実は私はいろん
なことで関係しているんです。それぞれの東
南アジアの国にですね、日本留学生会がある
わけですね。アスコジャ（ASCOJA）という
のがあって、それをまとめてアスジャ（ASJA）
というのが今度は、留学生会のさらに上部団
体みたいなもので、私もメンバーでスポンさ
んもですけど、つまり先ほどからネットワー

クのことを言っているんですが、私はその意
味でアスジャとかアスコジャということが非
常に大事だということなんですね。で、これ
はですね、今度総理になられた福田康夫先生
が非常にサポートされてまして、福田先生は
ですね、アスジャ、アスコジャの会があると
必ず出てこられて、こないだもインドネシア
行かれたんですね。そういう意味で日本の政
治家の中にも重要性がわかってくれている人
がいるわけですけど、それを東南アジアの側
で支えている重要人物の 1 人がアウンチョウ
さんなんですね。こういう意味で人間関係を
作って行くということは非常に大事ですので、
今日のこのシンポジウムをきっかけにして、
我々もみなさんの周囲におられる留学生の方
と本当の意味での交流をしていただいて、お
互いに理解しあい、お互いの功罪というもの
を認めた上で共存していく道を探りたいと思
います。どうもありがとうございました。

工藤：石井先生、そしてスピーカーの皆さま、
本当にありがとうございました。また本当に
ありがとうございました。時間も予定通り終わ
ることができまして、皆さまのご協力に感謝致
します。ところでちょっとお願いがございます。
今日のシンポジウムは、文京区との共催で行わ
せていただきましたけが、アジア学生文化協会
としては50周年を記念するということで取り
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組んだものです。ただし、これは単に過去の
50年の成果を確認するというだけじゃなくて、
むしろ、これを踏み台にして次の50年を切り
開く、そういうものにしたいという願いがあっ
てのことです。そういう意味では、もし今日の
お話を皆さまが感心を持っていただけたとす
れば、アジア文化会館とともに次の50年を開
く仲間になっていただきたいのです。会員制度
もございますし、またいろいろな形でつながる
コースももっておりますので、どうかみなさん
よろしくお願い致します。
　それからみなさん、受付のところでお渡し
いただけたと思いますが、アンケートの調査を
お願いしてございます。先ほど会場から日本語
のことをお褒め戴きましたけど、実は、スピー
カーの方がたの中には何十年ぶりに日本へい
らっしゃる方もあり、その間全然日本語を使
わないで過した方、例えばフィリピンのアレ
グレさんのようなですね、片田舎に行ってフィ
リピンの文化を掘り起こすそういう仕事をし
ていますから、日本語はほとんど使わないわけ
なんですね。そういう方にも来ていただいて
お話いただきましたから、果たしてスピーカー
の日本語がみなさんに通じたのか心配もあり
ます。そういうこともアンケートの中にうかが
うようになっています。今後の改善のために役
立たせたいと思いますのでアンケート調査に
も、ぜひご協力いただきたいと思います。
　それから先ほどもお願いしましたが、最後
に石井先生も触れておいででしたけど、この
アジア文化会館を創設した穂積五一という人
物がはたしてどんな人物であったのかという
ことをぜひご理解戴くために、今年本を出版
しましたので、ぜひご購入してお読みいただ
けますようにご協力いただきたいと思います。
　本日は本当にありがとうございました。
 ＜終＞

当初シンポジウムのスピーカーとしてご
出席予定でしたがご都合により来日不能
となった魏慶鼎氏の報告予定稿

「私は日本で何を学
んだか」

魏 慶 鼎 （中国）
北京大学工学院教授、工
学博士 (東京大学 )

１．私は日本で何を学んだか

　1979 年 4 月、私は中国政府によって派遣
された一番最初の留学生のうちの一人として

（日本の）東京大学に留学しました。留学生
といっても多くは 40 歳を過ぎている大学教
師と研究員でした。私は東京大学宇宙航空研
究所の佐藤先生のゼミで乱流実験研究という
分野の研究をしていました。二年間で主に学
んだことは以下の通りです。
１）現代実験流体力学方面の技術、特に乱流
実験の知識
　先進的な乱流実験技術、例えば、熱線風速
計、スモークワイヤ、高速撮影、マイコン制
作、データの収集と処理などの技術を習得し
ました。また、乱流境界層剥離の微細構造と
いうテーマで 1981 年 12 月、東京大学工学部
の博士課程学位を取得しました。1982年2月、
北京大学に戻った当時、私も乱流実験研究の
分野でもっとも経験を持っている人でした。
日本に留学する前は、私は乱流実験研究の分



月刊　アジアの友　第 461 号　　　2007 年 12 月 10日発行　　　　1966 年 10 月 25日第三種郵便物許可

49

日
本
留
学
を
帰
国
後
ど
う
活
か
し
た
か

野にはまったく無知でしたが、留学で得た当
分野の知識のおかげで、1990 年に国が重要
な研究施設と指定した乱流研究の国の重点実
験室設立に加わり、10 年の間、研究室主任
として務めました。
２）実験研究の精神―手作りの研究用機械
　来日する前は、乱流実験の先進的な機械、
例えば熱線風速計などは聞いたことがありま
したが、しかしそれはほとんど外国から輸入
された高価な機械でした。ところが、東京大
学宇宙航空研究所の佐藤先生のゼミの皆さん
が使っていた機械は、なんと自分たちで作っ
た熱線風速計やモニターを通して人と機械が
コミュニケーションできるコンピュータなど
でした。私は、それを見てとても驚きました。
それ以来、私の研究で必要な機械は、先生や
研究室の院生達に支えていただきながら、ほ
とんど自分で作りました。研究者たる者は、
自分が必要な機械を自分で開発する力を持つ
ことが重要なポイントだと感じさせられまし
た。当時我々が開発したそれらの機械は、現
在市場には見当たりませんが、もしあったと
しても、非常に高価なものであると思います。
３）人としての高尚な精神
　謙虚、探究心、尊敬の念、人を助ける精神、
公徳心、規律遵守、勤勉、責任感など、これ
らは研究室の先生や同僚たち、ABK の理事
長穂積五一先生とそのご家族、ABK の職員、
さらに日本の社会から学びました。こうした
精神は学術面でも重要かつ意義があるもの
です。

２．日本留学と欧米への留学の比較

　学術上から見ると、日本の科学技術は世界
で一流です。もちろん、科学技術分野に優れ
ている他の国にも特長があります。例えばア

メリカの宇宙飛行、原子エネルギー、生物医
学などは非常に優れ、巨大な創造力と潜在力
があります。またイギリスは基礎的な科学
技術と特定の先端技術を持っています。また
ドイツは民間用の科技技術の開発に優れてい
ます。日本はドイツと似て、一般家庭用の電
気機器、自動車、カメラ、時計などの技術は
世界中でトップです。また造船、製錬などで
も高い技術を持ち、物理や化学など基礎研究
分野でもノーベル賞を受賞しています。日本
の実力の高さはそうした事例から証明できま
す。私の専門である流体力学、空気動力の領
域でも日本は高い技術を持っています。例え
ば、流れ可視化研究では日本は世界のトップ
です。これらのことからも、日本への留学は
欧米には負けていません。ただ言語の面から
見ると、日本語は英語ほど国際的な言語では
ないので、少し不便を感じます。しかし当然
それは解決できるものです。

３．帰国後の活躍

１）国内の乱流実験研究の重要人物になりま
した。
２）日中学術交流に積極的に尽力しました。
北京大学を訪問する日本の学者の方々のご案
内、頻繁な日本の学術会議への参加、中日可
視化会議の創設への参加（創設後は、アジア
可視化国際会議にかわれる）、さらには日本
の学者と共同で曲水の宴を研究し、日本の国
際的な雑誌 <Journal of Visualization> の編
集者になり、日本可視化学会名誉会員にもな
りました。

＜終＞


